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３
月
の
満
月
の
日
、イ
ン
ド
で
は
春
の

訪
れ
を
祝
う「
ホ
ー
リ
ー
」が
盛
大
に
開

か
れ
る
。こ
の
祭
り
で
は
、暖
か
い
季
節
の

到
来
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
、

宗
教
や
カ
ー
ス
ト
に
関
係
な
く
無
礼
講

が
許
さ
れ
、子
ど
も
も
大
人
も
色
粉
を
投

げ
合
っ
た
り
色
水
を
か
け
合
っ
た
り
し
て

戯
れ
る
。ま
た
、人
々
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し

て
お
菓
子
を
食
べ
、お
酒
を
飲
ん
で
、友
人

や
隣
人
と
の
友
愛
を
確
か
め
合
う
。

　

イ
ン
ド
全
土
で
最
も
有
名
な
の
は
、ク

リ
シ
ュ
ナ
神
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
マ
ト
ゥ
ー

ラ
、ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
に
あ
る
バ
カ
イ
|
ビ

ハ
リ
寺
院
で
催
さ
れ
る
ホ
ー
リ
ー
祭
だ
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
ク
リ
シ
ュ
ナ
が
ブ
リ
ン

ダ
ー
ヴ
ァ
ン
の
庭
園
で
宮
廷
の
女
性
た
ち

と
色
を
か
け
合
っ
て
遊
ん
だ
の
が
、始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、こ
の
地
方

に
は
面
白
い
慣
習
が
残
っ
て
お
り
、女
性

は
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
色
水
を
男
性
に
か
け

た
り
、服
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
ひ
っ
ぱ
た
い
た

り
す
る
。こ
れ
は
、日
ご
ろ
我
慢
し
て
い
る

女
性
た
ち
が
男
た
ち
に
反
撃
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
が
、ク
リ
シ
ュ
ナ
と
そ
の
恋
人
ラ

ー
ダ
ー
が
戯
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

て
、ど
こ
と
な
く
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。　

　

ホ
ー
リ
ー
は
ま
た
、善
が
悪
に
勝
っ
た
こ

と
を
祝
う
日
で
も
あ
る
。か
が
り
火
を
た

き
、悪
い
物
を
火
に
く
べ
て
、人
間
が
日
常

で
犯
し
た
罪
を
な
く
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
意
味
も
あ
る
祭
り
な
の
だ
。

色
を
か
け
て

愛
を
確
か
め
合
う

３
月　

ホ
ー
リ
ー
祭

18

インド
INDIA

写真家。1950年愛媛県出身。71～75年、ユージンスミス氏に師事。以後、世界遺産やアジアの民俗を取材。著書に、インドのトランス・
ジェンダー世界を描いた「ヒジュラ」（青弓社）など。文・写真＝石川 武志
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すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
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色をかけて愛を確かめ合う

アフリカ新時代へ
独立後、新たな国づくりへ　植民地支配からの独立・建国の時代 
激動、そして試行錯誤の時代　構造調整から貧困削減・援助協調の時代
“人”が“人”として生きていくために　MDGs・人間の安全保障の時代
希望の大陸、再来　2010年から未来へ
成長するアフリカ経済MAP
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アフリカではどれくらいおコメが食べられているの？

小さなお店が届ける大きな真心

ゲンバの風 菊池 佳 / 飯田 愛実　青年海外協力隊

地球号の子どもたち

首都キガリに続く道を鳥の羽のように腕を
広げて走る青年。1994年にジェノサイド
（大量虐殺）を経験したルワンダでは、新し
い国づくりが着 と々進められている

○c 長倉洋海



＜TICADⅠ＞1993年10月
国連、「アフリカのためのグローバル連合（GCA）」との共催
参加国 ： アフリカ48カ国、援助国12カ国、国際機関など
成　果 ： 「アフリカ開発に関する東京宣言」を採択。「アフリカ開発は国際社会が取
り組むべき優先課題である」と表明された。

＜TICADⅡ＞1998年10月
国連、GCA、国連開発計画（UNDP）との共催
参加国 ： アフリカ51カ国、その他29カ国、国際機関、NGOなど
成　果 ： 「東京行動計画」を採択。社会開発、経済開発、良い統治・紛争予防と紛争
後の開発の政策が合意された。

＜TICADⅢ＞2003年9月
国連、GCA、UNDP、世界銀行との共催
参加国 ： アフリカ50カ国、その他39カ国、国際機関47機関、NGOなど
成　果 ： 「TICAD10周年宣言」と「TICAD議長サマリー」を採択。
平和の定着、人間中心の開発、経済成長を通じた貧困削減が提示された。

＜TICADⅣ＞2008年5月
国連、UNDP、世界銀行との共催
参加国 ： アフリカ51カ国、その他34カ国、国際機関74機関、NGOなど
成　果 ： 「横浜宣言」を採択。農業開発、貿易・投資、観光の促進、産業開発、人材
育成などに注目。5年間のアフリカ支援ロードマップ「横浜行動計画」を提示。

A.大漁で活気づくアンゴラの港 ○c 長倉洋海
B.セネガル首都ダカールの大渋滞 ○c 今村健志朗
C.ボツワナのダイヤモンド鉱山から岩を搬出 ○c Karin Duthie/Alamy/PPS
D.4月に大統領選が予定されるスーダン ○c ロイター/アフロ 

【アフリカ開発会議（TICAD）の歩み】

２０１０年は、アフリカにとって記念すべき年だ。

「アフリカの年」50周年―1960年、ヨーロッパ諸国による植民地支
配からアフリカ17カ国が一気に独立を果たした。名実ともにアフリカの
ターニングポイントとなったこの年は、後に「アフリカの年」とも呼ばれる
ように―。それから半世紀、アフリカはどう変わったのだろうか。

「サッカーＷ杯、アフリカ大陸で初の開催」―今年6～7月にかけて、
サッカーワールドカップが南アフリカ共和国で開催される。開催が決定
してから、スタジアムの建設やインフラ整備など、精力的に準備が進め
られている。現地の盛り上がりは最高潮、世界中から注目を浴びている。

「TICADⅣフォローアップ中間年」―国際社会のアフリカ支援をリ
ードすべく、日本は93年から5年ごとに「アフリカ開発会議（TICAD）」
を開催。2008年に開催されたＴＩＣＡＤⅣでは、対アフリカ政府開発援助
（ODA）倍増と5年間の支援目標（フォローアップ）が決定された。アフリ
カの成長の加速化を目指し、各国は積極的な支援を展開している。

そして今、独立国53カ国から成るこの広大な大陸に、世界各国の企業
も新たな投資先として進出し始めている。かつては「暗黒の大陸」と称
されたアフリカ。15～19世紀の奴隷貿易から、ヨーロッパ諸国による植
民地支配まで―。長く続いた迫害の歴史を経て、50年前の「アフリカの
年」を契機に、アフリカは新しい時代に突入したのだった―。

E.アフリカのコメ消費量は世界有数 ○c 今村健志朗
F.ナイジェリアの港に停泊する大型貨物船  
○c Danita Delimont/Alamy/PPS
G.アフリカでは携帯電話の普及が急速に拡大
○c Charles Sturge/Alamy/PPS
H/I.サッカーW杯の開催に向けて準備が進む南ア
フリカ共和国 ○c 久野武志
J.1980年、独立を喜ぶジンバブエの人々 
○c Peter Jordan/Alamy/PPS
K.豪快な笑顔が印象的なモザンビーク人 
○c 長倉洋海
L.アフリカ51カ国が参加したTICADⅣ
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１
９
５
７
年
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

の
中
で
先
立
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
領
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
が
「
ガ
ー
ナ
」
と
し
て

独
立
を
果
た
し
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
支
配
か
ら
解
き
放
た
れ
、
自
ら
の
足

で
踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩
。60
年
に

は
カ
メ
ル
ー
ン
を
先
頭
と
し
、
１
年
間

で
17
カ
国
が
次
々
と
独
立
。そ
の
経
済

も
、
ア
ジ
ア
に
並
ぶ
だ
け
の
成
長
を
見

せ
、「
こ
れ
か
ら
は
我
々
の
時
代
だ
」と

言
わ
ん
ば
か
り
に
、
ア
フ
リ
カ
は
夢
と

希
望
に
活
気
づ
い
た
。こ
の
独
立
の
勢

い
を
後
押
し
す
べ
く
、
国
際
社
会
の
支

援
も
活
発
化
。未
知
な
る
可
能
性
を
秘

め
た
「
希
望
の
大
陸
」
に
注
目
が
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。日
本
も
敗
戦
か
ら

奇
跡
的
な
復
活
を
遂
げ
、
高
度
経
済
成

長
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
時

代
―
。そ
の
勢
い
を
新
た
な
国
づ
く
り

に
生
か
そ
う
と
、
ア
フ
リ
カ
支
援
に
乗

り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
６
６
年
３
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

ア
フ
リ
カ
第
一
号
と
な
る
青
年
海
外

協
力
隊
員（
建
設
機
械
２
人
、
電
気
設

備
１
人
）
を
送
り
出
す
こ
と
に
。協
力

隊
事
業
が
始
ま
っ
て
２
年
、
ア
ジ
ア

と
合
わ
せ
る
と
５
カ
国
目
だ
っ
た
。

最
初
の
派
遣
国
は
ケ
ニ
ア
。政
府
は

63
年
の
独
立
後
、道
路
や
港
湾
、通
信

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
注
力
す
る

一
方
、
海
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。

　

ケ
ニ
ア
３
代
目
の
隊
員
（
水
産
加

工
）の
江
藤
誠
一
さ
ん
は
、67
年
に
初

め
て
ア
フ
リ
カ
の
地
を
踏
ん
だ
。「
日

本
人
に
と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
と
い
え

ば
、〝
暗
黒
の
大
陸
〞
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
。想
像
し
て
い
た
の

現
地
の
人
々
と
汗
を
流
し
た

青
年
海
外
協
力
隊
員

は
、
山
川
惣
治
が
描
く
と
こ
ろ
の『
少

年
ケ
ニ
ヤ
』。ジ
ャ
ン
グ
ル
の
世
界
で

し
た
」。い
く
つ
も
の
国
を
経
由
し
、

３
日
か
け
て
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
に
入
っ

た
。

　

し
か
し
そ
こ
に
広
が
っ
て
い
た
の

は
、
夜
明
け
の
空
に
浮
き
上
が
る
高

層
ビ
ル
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。「
ま
さ
に
そ

こ
は
西
欧
の
街
。人
々
の
顔
も
活
気

に
満
ち
て
い
た
こ
と
が
印
象
深
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
」。

　

江
藤
さ
ん
の
配
属
先
は
、
首
都
の

北
、
約
１
０
０
０
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
ル
ド
ル
フ
湖
（
現
在
の
ト
ゥ
ル

カ
ナ
湖
）
の
ケ
ニ
ア
水
産
局
支
局
。湖

で
捕
れ
る
豊
富
な
資
源
に
付
加
価
値

を
つ
け
る
た
め
、
水
産
加
工
技
術
を

普
及
す
る
こ
と
が
任
務
だ
っ
た
。首

都
と
は
異
な
り
、
そ
こ
に
は
ま
さ
に

ア
フ
リ
カ
、
素
朴
な
生
活
が
あ
っ
た
。

テ
ン
ト
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
漁
村

を
調
査
し
た
り
、
村
人
た
ち
と
と
も

に
、
塩
干
や
く
ん
製
の
製
造
に
励
ん

だ
。「
加
工
品
で
現
金
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
る
と
、
彼
ら
の
労
働

意
欲
は
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
」。

　

あ
れ
か
ら
40
年
。国
際
協
力
の
世

界
で
ア
フ
リ
カ
と
付
き
合
い
続
け
て

き
た
江
藤
さ
ん
。彼
の
頭
に
今
で
も

残
っ
て
い
る
当
時
の
印
象
は
、
文
句

一
つ
言
わ
ず
黙
々
と
仕
事
に
臨
む
村

人
た
ち
。「
こ
の
姿
に
、
私
は
ア
フ
リ

カ
の
将
来
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

70
年
代
に
入
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ア

フ
リ
カ
支
援
も
徐
々
に
多
様
化
。73

年
に
は
ケ
ニ
ア
・
モ
ン
バ
サ
国
際
空

港
の
拡
張
に
ア
フ
リ
カ
初
と
な
る
円

借
款
が
供
与
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

協
力
隊
の
派
遣
国
拡
大
な
ど
が
積
極

的
に
行
わ
れ
た
。

　

40
年
以
上
、
ア
フ
リ
カ
支
援
に
携

わ
っ
て
き
た
日
本
工
営
株
式
会
社
専

務
執
行
役
員
の
有
賀
直

記
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
る
。「
も
ち
ろ
ん
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、日
本
と

の
連
絡
も
郵
便
局
に
あ

る
テ
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
。

橋
を
建
設
す
る
に
も
現

地
で
は
調
達
で
き
な
い

資
材
が
多
く
、
船
で
取
り
寄
せ
て
い

ま
し
た
」。何
を
す
る
に
も
時
間
が
か

か
り
、
不
便
な
こ
と
が
多
か
っ
た
。一

方
で
、「
と
に
か
く
現
地
の
人
は
、
国

家
建
設
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。〝
み
ん

な
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
〞
感
覚
が

あ
り
ま
し
た
ね
。本
当
に
よ
く
働
き

ま
し
た
が
、
大
変
だ
と
は
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
」。

　

し
か
し
、ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
※
、オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
ア
フ
リ
カ
で
も
農
村
部
を
中
心

に
貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
始
め
た
。

こ
の
流
れ
を
受
け
、
70
年
代
後
半
か

ら
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
最

低
限
必
要
と
さ
れ
る「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー
ズ（
Ｂ
Ｈ
Ｎ
）」
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
人
々
が

〝
食
べ
て
い
け
る
〞
こ
と
が
最
優
先
。

特
に
農
業
分
野
の
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
ま
し
た
」。

 　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
70
年
代
か
ら
開
始

し
た
、タ
ン
ザ
ニ
ア
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
州
の
ロ
ー
ア
モ
シ
地
区
の
農
業
支

援
は
そ
の
一
つ
。地
域
開
発
の
総
合
計

画
の
策
定
を
経
て
、
円
借
款
に
よ
る

灌
漑
整
備
、
日
本
人
専
門
家
に
よ
る

稲
作
技
術
の
移
転
、
農
業
機
材
の
供

与
な
ど
が
、
約
30
年
か
け
て
行
わ
れ

た
。現
地
に
深
く
根
差
し
た
こ
の
協

力
に
よ
り
、
同
地
区
の
コ
メ
の
収
量

は
３
倍
以
上
に
増
加
。日
本
の
技
術

と
そ
の
効
果
は
、
今
の
時
代
に
ま
で

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

人
々
の
生
き
る
糧
と
な
る

農
業
支
援
を

1960~70Since
[year]

※1971年にアメリカのニクソン大統領が発表し
た新経済政策。ドルと金の固定比率変換が停止
となり、世界経済に多大な影響を及ぼした。

（上）1970年代から水路の設置が行わ
れ、今ではキリマンジャロのふもとに水田
地帯が広がる
（下）1980年代に行われた幹線用水路
のブロックライニング工事の様子（写真
提供：日本工営株式会社）

独
立
後
、
新
た
な
国
づ
く
り
へ

タンザニア隊員が映画に！？
『アサンテサーナ／わが愛しのタンザニア』
　1970年代の青年海外協力隊員の姿を描いた映画
があるのをご存じだろうか。アフリカ旅行中、現地の人々
とともに汗を流す日本の若者たち（協力隊員）に感銘を
受けた谷口千吉監督が、タンザニアを舞台に劇映画
『アサンテサーナ／わが愛しのタンザニア』を製作。協
同農場で活動する日本人青年と農民たちの生活が描
かれている。約1年かけて現地でロケが行われ、実際に
当時の隊員や現地の村人も出演。その自然な演技が
好評を博した。タンザニアの雄大な自然、日本人にとっ
ては未開の土地だったアフリカで奮闘する隊員の姿を
知ることができる貴重な作品だ。全国462カ所で自主上
映され、協力隊事業が認知されるきっかけにもなった。

※JICA地球ひろばの図書資料室で貸し出し中。
遠方の方には郵送も可。
詳しくはこちら＞＞http://www.jica.go.jp/hiroba/

か
ん
が
い

ガーナ

（上）湖周辺で塩干魚の製造方法を巡回指導する隊員時代の江藤さん
（左）協力隊参加後も、長年にわたりJICAや国際機関の専門家として活躍
する江藤さん。カンボジアの漁村開発など、その活動範囲はアジアにも広が
っている

タンザニア

ケニア

（右上）アフリカ第一号隊員の古谷
五郎さん（1966年建設機械）
（右下）タンザニアの初代隊員尾田
稲子さん（1967年婦人子供服）

植民地支配からの
独立・建国の時代
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死
者
約
１
０
０
万
人
―
。干
ば
つ
と
国

内
紛
争
に
よ
る
政
府
の
不
十
分
な
対

策
で
起
き
た
と
い
わ
れ
る
、
１
９
８
４

年
の
エ
チ
オ
ピ
ア
大
飢
饉
の
犠
牲
者

だ
。こ
れ
だ
け
の
人
々
が
餓
死
し
た
と

い
う
現
実
に
、
世
界
中
が
衝
撃
を
受
け

た
。日
々
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
伝
え

ら
れ
る
惨
状
に
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る

国
際
的
関
心
は
、「
ア
フ
リ
カ
＝
飢
餓
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
高
ま
る
。そ
し

て
こ
れ
を
機
に
、
国
際
社
会
の
ア
フ
リ

カ
に
対
す
る
援
助
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
、
ア

フ
リ
カ
を
中
心
に
各
国
で
導
入
さ
れ

て
い
た
の
が
、「
構
造
調
整
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
政
策
だ
。
70
年

代
よ
り
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
取
り
組
ん

で
き
た
野
心
的
な
開
発
計
画
は
円
滑

に
進
ま
ず
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

の
国
際
環
境
の
変
化
も
あ
り
、
多
く

の
国
で
国
民
生
活
に
必
要
な
輸
入
資

金
が
枯
渇
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
世

界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
と
い
っ
た

国
際
金
融
機
関
が
、
引
き
続
き
融
資

が
必
要
な
各
国
政
府
に
資
金
を
貸
し

付
け
る
条
件
と
し
て
、
市
場
の
自
由

化
や
政
府
機
能
の
縮
小
を
課
し
た
の

だ
。
そ
の
狙
い
は
、「
政
府
に
よ
る

無
駄
な
管
理
を
な
く
し
、
自
由
な
市

場
・
競
争
の
原
理
に
任
せ
て
経
済
成

長
を
促
す
こ
と
で
、
受
け
取
り
国
の

返
済
能
力
を
高
め
る
」
こ
と
。
こ
う

し
た
援
助
潮
流
の
中
、
日
本
も
、
世

界
銀
行
が
実
施
す
る
「
構
造
調
整
融

資
」
へ
の
協
調
融
資
な
ど
を
通
じ
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
輸
入
資
金
を
支
え

る
外
貨
支
援
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
、
日
本
の
開
発

援
助
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
変
化
が
訪

れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
イ

ン
フ
ラ
建
設
な
ど
個
々
の

開
発
事
業
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
単
位
、
援
助
手
法
単
位

で
支
援
す
る
の
が
一
般
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
援
助
の
実
践
・
経
験

を
重
ね
る
中
で
、
教
育
、

保
健
、
水
な
ど
の
開
発
課

題
を
根
本
か
ら
改
善
、
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

課
題
を
よ
り
包
括
的
・
長

期
的
に
と
ら
え
た
援
助
を

組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
。
こ
う
し
て
、
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
援
助
手
法
を
組
み

合
わ
せ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
い
う
形
式
が
主
流
化
し
て

い
く
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、
セ

ネ
ガ
ル
で
長
年
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

て
い
る
地
方
給
水
支
援
だ
。

　

多
く
の
人
々
が
地
方
で
の
農
業
や

牧
畜
で
生
計
を
立
て
る
セ
ネ
ガ
ル

で
、
井
戸
は
命
に
も
等
し
い
大
切
な

も
の
。
し
か
し
、
既
存
の
水
源
の
多

く
で
水
質
悪
化
の
た
め
に
疾
病
が
ま

ん
延
し
た
り
、
乾
期
に
枯
れ
て
し
ま

う
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ま

た
、
老
朽
化
や
給
水
能
力
不
足
の
た

め
、
そ
れ
ら
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
日
本
は
79
年
よ
り
、
既
存
の
井

戸
を
水
源
と
し
て
活
用
し
、ポ
ン
プ
、

貯
水
施
設
、
配
水
管
路
、
共
同
水
栓

な
ど
の
給
水
施
設
全
般
を
整
備
・
改

修
す
る
無
償
資
金
協
力
を
実
施
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
に
１
１
９
カ
所
の

村
落
で
協
力
を
実
施
し
、
そ
の
恩
恵

は
、
37
万
人
近
い
人
々
と
、
彼
ら
の

生
活
に
不
可
欠
な
家
畜
約
77
万
頭
に

及
ぶ
と
い
う
。

　

一
方
で
、
地
域
の
人
々
が
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
水
を
使
い
続
け
る
に

は
、
定
期
的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
い
っ
た
、
住
民
自
身
に
よ
る
給

水
施
設
の
適
切
な
維
持
・
管
理
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
99
年
か
ら
は

住
民
参
加
型
の
利
用
者
水
管
理
組
合

に
よ
る
井
戸
の
維
持
・
管
理
制
度
の

確
立
・
普
及
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
「
安
全
な
水
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
支
援
計
画
（
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）」

を
展
開
。〝
命
の
源
〞
で
あ
る
水
を

住
民
が
一
致
団
結
し
て
守
り
、
村
の

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
組
合

の
運
営
に
か
か
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

設
備
管
理
に
必
要
な
技
術
面
で
の
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
安
全
な
水
を
継
続
的
に
使
え
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。そ
れ
は
、

多
く
の
女
性
や
子
ど
も
を
水
く
み
か

ら
解
放
し
、
彼
ら
の
社
会
参
加
を
促

す
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
、

黒
川
恒
男
・
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ネ
ガ
ル

事
務
所
長
は
話
す
。
か
つ
て
は
、
農

村
人
口
の
約
半
分
が
安
全
な
水
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ず
、
水
く
み
に
従
事
す

る
多
く
の
女
子
が
重
労
働
に
苦
し

み
、
学
校
に
行
く
機
会
を
奪
わ
れ
て

い
た
。

　

開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

約
30
年
間
現
地
の
給
水
施
設
を
整
備

し
、
ま
た
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｃ
で
水
管
理

組
合
の
強
化
に
も
携
わ
っ
て
き
た
日

本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
、
高
松
章
二
・

代
表
取
締
役
は
、「
セ
ネ
ガ
ル
の
水

行
政
は
も
ち
ろ
ん
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
住
民
の
声
に
も
耳
を
傾

け
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
長

年
築
き
上
げ
て
き
た
日
本
の
姿
勢
と

努
力
は
、
現
地
で
深
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
」
と
そ
の
成
果
を
実
感
し

て
い
る
。

継
続
す
る
力
に
支
え
ら
れ
た

セ
ネ
ガ
ル
の
地
方
給
水
整
備

激
動
、
そ
し
て
試
行
錯
誤
の
時
代

水管理組合による井戸の維持・管理
制度を普及するため、PEPTACで住
民に啓発活動を実施する

約100万人が餓死したとされる1984年のエチオピア飢饉。アフリカ支援への国際的な機運が
高まるきっかけとなった　○c Brian Lawrence/Rex/PPS

工具を用いたポンプの修理方法
を学ぶ水管理組合の人々

日本の無償資金協力で作られた共同水栓に人々が集まる。背後にそびえ立つ給水塔から送られてく
る水が、コミュニティーの命の源となっている（撮影：今村健志朗）

セネガル

タンザニア

1980~90Since
[year]
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90
年
代
に
入
る
と
、
ア
フ
リ
カ
援

助
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
構
造
調
整

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
市
場
開
放
の
ス
ピ

ー
ド
に
比
べ
、
国
際
競
争
力
の
あ
る

産
業
育
成
が
進
ま
ず
、
期
待
と
は
裏

腹
に
ア
フ
リ
カ
経
済
の
停
滞
を
招

き
、
各
国
の
債
務
も
増
大
し
た
。
ま

た
〝
政
府
の
縮
小
〞
に
よ
り
、
公
務

員
の
数
や
教
育
・
保
健
分
野
の
予
算
・

補
助
金
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
結
果
、

政
府
の
サ
ー
ビ
ス
で
恩
恵
を
受
け
て

き
た
貧
困
層
や
社
会
的
弱
者
が
置
き

去
り
に
さ
れ
、
貧
富
の
格
差
が
一
層

拡
大
す
る
。
国
際
社
会
で
は
、
東
西

冷
戦
体
制
が
終
結
し
、
か
つ
て
東
西

陣
営
の
勢
力
争
い
の
場
で
も
あ
っ
た

ア
フ
リ
カ
へ
の
地
域
的
・
戦
略
的
関

心
が
低
下
。
欧
米
諸
国
の
経
済
停
滞

の
影
響
も
重
な
り
、「
援
助
疲
れ
」

に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
支
援
そ
の
も
の

が
不
調
に
陥
る
こ
と
に
。
さ
ら
に
、

民
族
的
・
宗
教
的
な
対
立
や
資
源
の

利
権
争
い
を
も
と
に
各
地
で
紛
争
が

頻
発
し
た
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

ま
ん
延
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、
ア
フ

リ
カ
は
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。

　

そ
ん
な
中
、
日
本
は
、
国
際
協
調

の
枠
組
み
の
中
で
各
国
の
経
済
運
営

を
見
守
り
な
が
ら
、
債
務
返
済
期
間

の
延
長
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
額
の
債

務
を
抱
え
て
い
た
国
々
の
債
務
負
担

を
軽
減
し
た
。
ま
た
、
減
少
が
続
い

て
い
た
ア
フ
リ
カ
支
援
に
歯
止
め
を

か
け
国
際
的
な
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心

を
呼
び
戻
す
べ
く
、
93
年
に
第
一
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅰ
）
を
開
催
。
ア
ジ
ア
の
発
展
を
け

ん
引
し
て
き
た
日
本
の
経
験
に
対
す

る
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
期
待
が
集

ま
る
中
、
ア
フ
リ
カ
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
」（
自
助
努
力
）
と
国
際
社

会
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
協
調
）

の
重
要
性
を
訴
え
る
。
さ
ら
に
、
98

年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅱ
で
は
、
ア
フ
リ

カ
と
ド
ナ
ー
側
と
が
支
援
の
目
的
と

必
要
な
行
動
を
定
め
た
「
東
京
行
動

計
画
」
を
採
択
す
る
。

　

一
方
、
国
際
社
会
で
も
構
造
調
整

ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
に
対
す
る
反
省

か
ら
、
人
々
の
貧
困
削
減
に
直
接
焦

点
を
当
て
た
支
援
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
重
債
務
国
の

救
済
策
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
条
件
と
し
て
世
界
銀
行
が
ア
フ

リ
カ
各
国
に
貧
困
削
減
戦
略
文
書

（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）※
の
作
成
を
求
め
る
こ

と
に
。
以
降
、Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
方
針
の

も
と
、
現
地
政
府
と
各
ド
ナ
ー
が
開

発
戦
略
を
共
有
し
、
限
ら
れ
た
援
助

リ
ソ
ー
ス
を
効
率
的
に
利
用
し
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
援
助
の
実
現
を

目
指
し
て
協
働
す
る
「
援
助
協
調
」

が
活
発
化
す
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
ほ
か
の
援
助
国
や
国
際
機
関
、

現
地
政
府
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

人
々
の
貧
困
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
農
業
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
だ
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
人
口
の
約
8
割
が

生
計
を
農
業
に
頼
り
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も

約
半
分
を
農
業
が
占
め
る
が
、
一
方

で
天
候
に
依
存
す
る
小
規
模
な
自
作

農
が
多
く
、
人
々
の
収
入
も
不
安
定

だ
。
そ
こ
で
日
本
は
、
コ
メ
の
収
量

拡
大
と
人
々
の
生
計
向
上
を
図
る
た

め
、
70
年
代
よ
り
北
部
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
州
を
舞
台
に
、
灌
漑
施
設
の
整

備
や
技
術
移
転
に
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
そ

し
て
90
年
代
後
半
に
入
る
と
、
援
助

国
や
国
際
機
関
の
間
で
、Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

の
枠
組
み
の
も
と
、
農
業
分
野
で
も

援
助
協
調
に
よ
っ
て
効
果
的
な
支
援

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
枠
組
み
と
な

る
農
業
セ
ク
タ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
の
政
府
・
ド
ナ
ー
間
の

調
整
役
に
名
乗
り
を
挙
げ
、
以
来
、

政
府
へ
の
財
政
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
協
力
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
、
援
助
が
最
大
限
の
成
果
を
生
み

出
す
よ
う
、Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
議
論
と
取

り
組
み
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た
。

　
「
援
助
協
調
の
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

長
年
の
農
業
分
野
で
の
経
験
は
大
い

に
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
話
す
の
は
、

元
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
次
長
で
、
か

つ
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
枠
組
み
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
き
た
古
川
光
明
・
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
究
所
上
席
研
究
員
だ
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
州
で
展
開

し
て
き
た
農
業
人
材
育
成
モ
デ
ル

は
、現
地
政
府
も
そ
の
効
果
を
認
め
、

現
在
は
そ
れ
を
全
国
に
拡
大
す
べ
く

積
極
的
な
後
押
し
を
続
け
て
い
る
。

　

牧
野
耕
司
・
元
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務

所
次
長
も
、「
援
助
協
調
の
場
で
、
机

上
の
論
理
と
し
て
、
例
え
ば
『
い
つ

ま
で
に
灌
漑
施
設
の
整
備
計
画
を
作

ろ
う
』
と
言
う
の
は
簡
単
。
で
も
実

際
に
は
、そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
で
、

ど
ん
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
の

か
と
い
っ
た
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」
と
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
持
ち
込
む
現
場
の
視
点
の
重

要
性
を
強
調
す
る
。
70
年
代
か
ら
積

み
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
経
験
。

そ
れ
が
今
、
現
地
政
府
の
手
で
中
央

の
政
策
に
生
か
さ
れ
、
援
助
協
調
に

よ
っ
て
効
果
を
高
め
な
が
ら
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
全
土
の
地
域
・
人
々
に
広
が

っ
て
い
る
。

貧
困
の
拡
大
と

援
助
疲
れ
の
克
服
へ

援助効果を高めるため、ASDPによる調整会議の場で、現地政府と各ドナー
間での議論が続く

タンザニアでは、長年支援してきたJICAのキリマンジャロ州での人材育成モデルの経験が評価され、今では援助協調の枠組みの中で、全国への普及が進められている
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世
界
中
の
誰
も
が
新
た
な
時
代
の
到

来
に
歓
喜
し
て
い
た
２
０
０
０
年
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。世
界
各
国

の
代
表
者
が
集
う
こ
の
場
で
、
新
た
な

開
発
の
方
向
性
と
し
て
採
択
さ
れ
た

の
が
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」。国
際
社
会
が
一
丸
と
な
り
、

い
か
に
世
界
の
貧
困
問
題
と
向
き
合

っ
て
い
く
べ
き
か
―
。教
育
、
保
健
医

療
、
水
、
環
境
な
ど
の
社
会
開
発
の
分

野
を
中
心
に
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
達

成
す
べ
き
目
標
が
設
定
さ
れ
た
の
だ
。

そ
し
て
同
時
に
、
開
発
の
焦
点
を
”国

家“
で
は
な
く
”人

“々
に
当
て
た

「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
概
念
が
普
及
。

紛
争
や
感
染
症
な
ど
の
脅
威
か
ら
一

人
一
人
を
守
り
、
そ
し
て
、
自
ら
乗
り

越
え
て
い
け
る
よ
う
な
”人
づ
く
り“

の
支
援
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
育
分
野
の
目
標
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、「
す
べ
て
の

子
ど
も
が
初
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
」。し
か
し
当
時
、サ

ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、初
等
教
育

の
純
就
学
率
は
わ
ず
か
58
・
２
％（
２

学
校
運
営
を
通
じ
て
住
民
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す

０
０
０
年
）。卒
業
で
き
る
の
は
そ
の

６
割
に
満
た
な
か
っ
た
。学
校
、
教
室

の
数
が
足
り
な
い
、
教
科
書
、
ノ
ー
ト

も
人
数
分
な
い
。た
だ
そ
こ
に
い
る
の

は
、学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
―
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
日
本
は
、教

育
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と
に
。そ
の
先

駆
け
と
な
っ
た
の
が
、２
０
０
４
年
か

ら
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
住
民
参
画
型
学
校
運
営

改
善
計
画（
通
称
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」だ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初

代
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た

原
雅
裕
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
客
員
国
際
協
力
専

門
員
い
わ
く
、「
す
で
に
住
民
の
間
で
、

教
育
の
重
要
性
は
十
分
に
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。大
人
た
ち
に
も
、
子
ど

も
の
た
め
に
何
と
か
現
状
を
変
え
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。た

だ
、
そ
れ
を
発
言
し
、
行
動
に
移
せ
る

場
が
な
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

住
民
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
学
校

運
営
を
―
。そ
う
考
え
た
原
さ
ん
が
注

目
し
た
の
は
、校
長
、教
師
、地
域
の
代

表
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
学
校
運
営

委
員
会
」
の
能
力
強
化
だ
。透
明
性
の

あ
る
組
織
に
す
る
た
め
、委
員
の
選
定

は
住
民
に
よ
る
投
票
制
を
採
用
、学
校

や
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

住
民
総
会
を
定
着
さ
せ
た
。す
る
と
、

「
学
校
」と
い
う
場
を
通
じ
て
、住
民
た

ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
引
き
出
さ
れ
、

校
舎
や
ト
イ
レ
の
建
設
、補
習
授
業
の

制
度
化
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。

　
「〝
住
民
〞と〝
政
府
〞を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
も
重
要
で
し
た
」と
原
専
門
員

は
強
調
す
る
。実
際
、
現
場
の
盛
り
上

が
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
教
育
関

係
者
に
よ
り
、学
校
運
営
委
員
会
の
取

り
組
み
が
国
の
教
育
政
策
に
も
反
映

さ
れ
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
６

年
余
り
―
。住
民
た
ち
に
よ
る
「
下
か

ら
の
改
革
」は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
全
土
に

広
ま
り
、
さ
ら
に
は
、
セ
ネ
ガ
ル
、
マ

リ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
も
各
国
版

「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

進
行
し
て
い
る
。

　

し
か
し
時
を
同
じ
く
し
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
ア
フ
リ
カ
で
新
た
な
〝
挑
戦
〞

に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
る
。１
９

８
０
〜
90
年
代
、
紛
争
の
影
響
に
よ

り
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
ス

ー
ダ
ン
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国﹇
以
下

コ
ン
ゴ（
民
）﹈に
、
再
び
支
援
の
根
を

下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。両
国

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
07
年
に
は

ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
、コ
ン

ゴ（
民
）の
首
都
キ
ン
シ
ャ
サ
に
駐
在

員
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。

　

だ
が
そ
の
道
の
り
は
、
想
像
以
上

に
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。長
年
の
紛

争
に
よ
る
混
乱
を
経
て
、
両
国
は
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
政
治
も
イ
ン
フ
ラ

も
壊
滅
状
態
。教
育
、
保
健
な
ど
の
社

会
サ
ー
ビ
ス
も
、
ま
っ
た
く
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
機
能
し
て
い
な
い
の

だ
。何
を
す
る
に
も
一
筋
縄
に
は
い

か
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
ゴ（
民
）駐
在
員
事
務
所
初
代

所
長
を
務
め
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ

部
・
飯
村
学
課
長
に
よ
る
と
、「
首
都

と
い
っ
て
も
、電
話
は
お
ろ
か
、ま
と

も
な
道
路
も
な
い
し
、
銀
行
も
機
能

し
て
い
な
い
。外
に
出
る
と
、
あ
ち
こ

ち
に
人
が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
る
状
態

で
す
。大
統
領
選
挙
後
ま
で
銃
撃
戦

が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
ど
こ
に
い
て
も
緊
張
が
途
切
れ

ま
せ
ん
で
し
た
」。何
よ
り
も
重
要
と

さ
れ
た
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
性

を
確
保
し
、
活
動
を
開
始
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
。電
話
網
も
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
普
及
し
て
い
な

い
た
め
、
初
め
は
政
府
関
係
者
と
ア

ポ
イ
ン
ト
も
取
れ
な
い
。会
っ
て
も

ら
え
る
ま
で
、何
日
も
、何
時
間
も
省

庁
で
待
ち
続
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
あ
る
専
門
家
の
方
か
ら
お
聞
き

し
た
言
葉
で
す
が
、
平
和
構
築
の
過

程
に
あ
る
国
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

〝
泥
船
に
乗
っ
て
航
海
に
出
る
〞
よ
う

な
も
の
。泥
水
が
入
っ
て
き
て
も
何

度
も
か
き
出
し
、
必
死
で
前
に
進
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
他
の
途
上
国
で
行
っ
て
き
た

支
援
と
は
異
な
る〝
覚
悟
〞が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
」（
飯
村
課
長
）

　

復
興
国
に
平
和
が
定
着
す
る
ま
で

に
は
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
。事
務
所
開
設
か
ら
２
年
半
、
警
察

の
民
主
化
研
修
や
除
隊
兵
士
の
職
業

訓
練
な
ど
、ス
ー
ダ
ン
と
コ
ン
ゴ（
民
）

と
も
に
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
少
し
ず
つ
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
。一
日
で
も
早
く
す
べ

て
の
人
に
平
和
な
時
が
訪
れ
る
よ

う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
困
難
を
乗
り
越
え
、

現
地
の
人
々
と
と
も
に
歩
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。多
難
の
先
に

見
え
る
、明
る
い
光
に
向
か
っ
て
―
。

復
興
支
援
―

新
た
な
挑
戦
の
時
代
へ

MDGsが採択された国連ミレニアム・サミットには、
世界１８９カ国から代表者が集まった
（読売新聞社提供） 

（右）コンゴ（民）の治安維持を支援するため、JICAは「警察民主化研修」を実施
（左）南部スーダンのジュバ職業訓練センターで学ぶ訓練生たち。国の未来は、技術を身に付けた彼らの手にかかっている

つ
と
む

コンゴ（民）首都キンシャサの主要道路（左）と小
さな露店。インフラが壊滅状態の中でJICA駐在
員事務所の立ち上げが行われた

学校運営委員会の委員を選んだり、
住民総会に参加したりすることで、学
校運営への参加意識も高まる

〝
人
〞が〝
人
〞
と
し
て  
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石
油
、
天
然
ガ
ス
を
は
じ
め
、
最
近
は

先
端
産
業
に
不
可
欠
な
レ
ア
メ
タ
ル

が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
経
済
の
動

向
を
左
右
す
る
多
く
の
資
源
に
恵
ま

れ
る
ア
フ
リ
カ
。こ
れ
ら
の
資
源
開
発

の
拡
大
と
資
源
価
格
の
高
騰
、
海
外
直

接
投
資
の
急
増
に
伴
い
、
２
０
０
０
年

以
降
、
ア
フ
リ
カ
は
着
々
と
経
済
成
長

の
歩
み
を
進
め
て
き
た
。さ
ら
に
、
9

億
人
を
超
え
る
巨
大
市
場
の
持
つ
可

能
性
は
、
国
際
社
会
の
大
き
な
関
心
を

集
め
る
。08
年
に
起
き
た
世
界
金
融
危

機
の
影
響
は
少
な
く
な
い
が
、
一
部
で

は
す
で
に
回
復
の
兆
し
も
見
え
て
い

る
。今
後
、
い
か
に
持
続
的
な
成
長
と

発
展
を
実
現
し
、
そ
の
恩
恵
を
貧
し
い

人
々
の
も
と
へ
と
届
け
て
い
く
の
か
、

そ
の
動
向
に
世
界
中
が
熱
い
視
線
を

送
る
。

　

ア
フ
リ
カ
の
成
長
の
加
速
化
と
持

続
的
な
経
済
発
展
を
押
し
進
め
る
原

動
力
と
し
て
、
今
、
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
複
数
の
国
々
を
結
ぶ
国
際

道
路
網
や
電
力
網
と
い
っ
た
広
域
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
だ
。
日
本
も
主
に
円

借
款
を
通
じ
て
、
貿
易
の
玄
関
港
と

内
陸
国
と
を
結
ぶ
「
経
済
回
廊
」、
水

力
発
電
施
設
や
送
配
電
網
な
ど
、
ア

フ
リ
カ
の
成
長
の
基
盤
と
し
て
不
可

欠
な
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

特
に
経
済
回
廊
は
、
物
流
の
〝
大

動
脈
〞
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め

る
。
だ
が
、
そ
の
際
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
国
境
を
超
え

る
際
の
税
関
な
ど
の
手
続
き
の
問
題

だ
。
信
じ
が
た
い
話
だ
が
、
ア
フ
リ

カ
の
国
境
越
え
は
２
〜
３
日
か
か
る

の
が
当
た
り
前
。
中
に
は
10
日
間
待

つ
場
所
も
あ
る
。手
続
き
の
煩
雑
さ
、

国
境
職
員
の
能
力
不
足
、
国
境
施
設

の
未
整
備
な
ど
が
そ
の
弊
害
と
な

り
、
こ
う
し
た
時
間
的
ロ
ス
に
よ
っ

て
膨
ら
ん
だ
輸
送
コ
ス
ト
が
ア
フ
リ

カ
産
品
の
国
際
競
争
力
の
低
下
を
招

い
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
を
は
じ
め
と
し

た
国
際
社
会
の
注
目
の
的
が
、「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
・
ボ
ー
ダ
ー
ポ
ス
ト（
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
）」。
そ
れ
ま
で
二
カ
国
が

別
々
に
行
っ
て
い
た
税
関
手
続
き
、

検
疫
、
出
入
国
審
査
を
両
国
が
共
同

で
実
施
し
、
一
度
で
済
ま
せ
る
と
い

う
画
期
的
な
仕
組
み
だ
。と
は
い
え
、

Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め

の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て
低
く
な
い
。

国
境
施
設
の
整
備
、
通
関
手
続
き
な

ど
に
か
か
る
法
整
備
、
書
類
・
手
続

き
の
電
子
化
、
さ
ら
に
、
国
境
施
設

職
員
の
能
力
向
上
な
ど
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
今
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
整
備
す

る
日
本
の
協
力
が
、「
南
北
回
廊
」
上

に
位
置
す
る
ジ
ン
バ
ブ
エ
｜
ザ
ン
ビ

ア
国
境
の
チ
ル
ン
ド
を
舞
台
に
行
わ

れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
最
大
の
貨
物

取
扱
量
を
誇
る
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

の
ダ
ー
バ
ン
港
か
ら
近
隣
諸
国
の
主

要
都
市
へ
と
続
く
南
北
回
廊
。
ま

さ
に
南
部
ア
フ
リ
カ
の
大
動
脈
と
も

い
え
る
ル
ー
ト
だ
。
近
年
は
、
銅
の

輸
出
が
好
調
な
ザ
ン
ビ
ア
の
影
響
で

交
通
量
が
増
加
。
チ
ル
ン
ド
で
も
１

日
に
２
０
０
台
を
超
え
る
貨
物
ト
ラ

ッ
ク
が
往
来
し
、
特
に
ジ
ン
バ
ブ
エ

か
ら
ザ
ン
ビ
ア
へ
と
向
か
う
北
上
ル

ー
ト
で
は
国
境
通
過
に
約
２
日
間
を

要
し
て
い
た
。

　

チ
ル
ン
ド
で
の
日
本
の
協
力
は
１

９
９
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
両
国
の
国

境
線
と
な
る
ザ
ン
ベ
ジ
川
に
か
か
る

旧
橋
の
老
朽
化
に
伴
い
、
無
償
資
金

協
力
で
新
チ
ル
ン
ド
橋
を
建
設
。
さ

ら
に
07
年
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
と
も

に
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
導
入
に
向
け
た
支
援
を

本
格
化
さ
せ
、
国
境
施
設
の
建
設
、

二
国
間
協
定
の
締
結
、
国
内
法
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
09
年
か
ら

は
、
両
国
の
国
境
職
員
を
対
象
に
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
運
用
方
法
な
ど
に
関
す
る

研
修
も
実
施
。
そ
し
て
09
年
12
月
、

こ
う
し
た
支
援
が
実
を
結
び
、
ア
フ

リ
カ
初
の
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
運
用
が
チ
ル

ン
ド
で
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

物
流
の
大
動
脈
に
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ

輸
送
コ
ス
ト
の
低
下
を

希
望
の
大
陸
、
再
来
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チルンドOSBPに完成した新
しい貨物ターミナル。「OSBP
は越境時間を大幅に短縮す
るだけでなく、道路整備と比
較しても経済的で、費用対効
果の面でも有効」（吉田さん）

（右）入管、税関など、すべての手続きをここで行えるワン・ルーフ・システムを採用した新施設
（左）09年12月、OSBP施設の開通式で顔を合わせた、バンダ・ザンビア大統領（左端）とムガベ・ジンバブエ大統領

OSBPが導入される前に撮影されたチルンドの様子。越境手続きに
時間がかかるため、常にトラックが滞留していた

日本の無償資金協力で2002年に完成した新チルンド橋を渡るトラック
ジンバブエ

ザンビア

マラウイ

エリトリア

マダガスカル

ナイジェリア

セネガル

ウガンダ

ベナン
ブルキナファソ

タンザニア

南北回廊／チルンド

南アフリカ

コンゴ民主
共和国

ブルンジ

ケニア

マリ ニジェール

モロッコ



農
産
物
の
商
品
価
値
や
生
産
者
の
生

計
の
向
上
な
ど
、
輸
送
時
間
短
縮
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　
「
ま
さ
に
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
」
と
話
す
の
は
、Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
※
１

事
務
局
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
吉
田
憲
正
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門

家
（
当
時
）。
ア
フ
リ
カ
で
は
ま
だ

Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
先
行
事
例
が
な
い
上
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
も
国
境
施
設
の

ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
は
初
の
試
み
だ

っ
た
の
だ
。

　
「
調
査
を
も
と
に
、
手
探
り
で
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
土
台
を
構
築
し
て
い
き
ま

し
た
。
税
関
や
検
疫
な
ど
、
越
境
手

続
き
に
は
多
く
の
省
庁
や
組
織
が
か

か
わ
り
ま
す
。
各
機
関
と
の
調
整
や

合
意
を
積
み
重
ね
て
国
内
法
の
原
案

を
作
成
し
、
両
国
の
国
会
で
通
過
・

施
行
さ
せ
る
ま
で
、
と
て
も
長
い
道

の
り
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
運
用
開
始

に
伴
い
チ
ル
ン
ド
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
環
境
整
備
も
開
始
し
て
い

る
。
チ
ル
ン
ド
で
は
、
手
続
き
を
待

つ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
た
ち
も
使
用
す

る
水
・
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の

衛
生
施
設
の
未
整
備
、
ご
み
回
収
シ

ス
テ
ム
の
不
備
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
環
境
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

る
。
そ
の
上
、
運
転
手
を
目
当
て
と

し
た
売
春
行
為
が
増
え
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
感
染
拡
大
も
深
刻
化
し
て

い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
う
し
た
課

題
解
決
に
向
け
た
状
況
把
握
、
問
題

分
析
、
改
善
策
の
検
討
の
た
め
に
、

２
０
１
０
年
2
月
に
は
短
期
青
年
海

外
協
力
隊
を
現
地
に
派
遣
し
た
。

　

近
年
の
経
済
成
長
の
陰
で
、
ア
フ

リ
カ
に
は
今
も
１
日
１
回
の
食
事
に

も
事
欠
く
貧
困
層
が
多
い
。
増
加
す

る
人
口
、
そ
し
て
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
拡
大
し
続
け
る
コ
メ
の
需

要
｜
。
２
０
１
０
年
の
今
も
、
食
料

自
給
率
は
上
昇
せ
ず
、
多
く
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

こ
う
し
た
食
料
不
足
を
解
消
し
、

貧
困
削
減
に
向
け
た
支
援
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
の
が
、稲
作
振
興
だ
。

08
年
の
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
、
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
コ
メ
の
生
産
量

倍
増
を
目
指
す
「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振

興
の
た
め
の
共
同
体
」（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）

を
発
表
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。
具
体
的
な

支
援
と
し
て
、
栽
培
環
境
に
応
じ
た

適
正
品
種
の
選
定
、
技
術
の
改
善
、

既
存
灌
漑
施
設
の
復
旧
・
整
備
、
住

民
に
よ
る
水
利
組
合
の
強
化
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
専
門
家
や
青

年
海
外
協
力
隊
が
、
乾
燥
や
害
虫
に

強
く
収
穫
量
の
多
い
「
ネ
リ
カ
米
」

※
２
の
普
及
も
進
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
貧
困
削
減
と
同
時
に
、Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
も
名
を
連
ね
る
教
育
や
保
健
医

療
分
野
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
協
力
を
展

開
。
基
礎
教
育
の
就
学
率
と
質
の
向

上
や
、
医
療
従
事
者
の
育
成
、
乳
幼

児
・
妊
産
婦
死
亡
率
の
改
善
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
の

三
大
感
染
対
策
な
ど
を
強
化
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
支
援
の
中
で

も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
変
わ
ら
ず
重
視
し

て
き
た
の
が
「
人
づ
く
り
」
だ
。
そ

の
一
つ
に
、
戦
後
、
日
本
の
製
造
業

部
門
の
飛
躍
的
発
展
に
貢
献
し
た
品

質
管
理（「
５
Ｓ
」※
３
や「
カ
イ
ゼ
ン
」）

の
手
法
を
活
用
し
た
「
き
れ
い
な
病

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。
ア
フ
リ

カ
15
カ
国
を
対
象
に
07
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
の
協
力
で
は
、
５
Ｓ

や
カ
イ
ゼ
ン
を
病
院
管
理
に
取
り
入

れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
自
主
的
な
取
り
組

み
と
創
意
工
夫
を
促
し
な
が
ら
、
職

場
環
境
の
改
善
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
・
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

研
修
で
は
、
各
国
の
病
院
代
表
者
と

保
健
省
行
政
官
が
、
日
本
の
医
療
現

場
に
加
え
、
５
Ｓ
を
取
り
入
れ
て
成

功
し
た
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
リ

ラ
ン
カ
の
病
院
な
ど
を
訪
問
。
帰
国

後
、
研
修
中
に
作
成
し
た
活
動
計
画

を
も
と
に
、
各
国
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
活

動
や
、
５
Ｓ
の
手
法
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
病
院
内
が
目
に
見
え
て
清
潔
に

な
っ
た
」と
患
者
か
ら
評
判
な
の
は
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
南
西
部
・
ム
ベ
ヤ
病
院
。

か
つ
て
は
廊
下
が
モ
ノ
で
ふ
さ
が
っ

て
い
た
り
、
使
用
前
後
の
医
療
器
具

が
混
在
す
る
な
ど
、
病
院
環
境
や
医

療
の
安
全
性
な
ど
の
面
で
多
く
の
問

題
を
抱
え
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
低

か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
施
設
内
の
整
理
整
頓
が
徹

底
さ
れ
、
カ
ル
テ
の
管
理
や
医
療
廃

棄
物
の
処
理
も
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
職
場
環
境
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
、
ア
フ
リ

カ
の
医
療
分
野
の
課
題
で
あ
る
人
材

の
定
着
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、ム
ベ

ヤ
病
院
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と

し
、
保
健
省
が
国
内
各
地
の
病
院
へ

同
様
の
手
法
の
普
及
を
進
め
て
い

る
。

　

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
住
む
約

４
割
の
人
々
が
１
日
１
ド
ル
以
下
で

生
活
す
る
な
ど
、
依
然
多
く
の
課
題

を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
。
２
０
１
５
年

に
向
け
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
見
通

し
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
一
方

で
、
豊
富
な
資
源
に
支
え
ら
れ
た
経

済
成
長
や
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で

開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
時

代
の
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
が
各
地
で
生
ま
れ
て
い

る
。底
知
れ
な
い
可
能
性
に
満
ち
た
、

希
望
の
大
陸
・
ア
フ
リ
カ
。
新
時
代

へ
の
飛
躍
に
向
け
た
大
い
な
る
挑
戦

に
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

ア
フ
リ
カ
の
明
る
い

未
来
を
築
く
た
め
に
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チルンドでは、地方農村からモノを売りに来る人々
によって小さな市場が形成されているが、屋根や
壁がなく、今はビニール袋で雨風をしのいでいる状
態。今後のコミュニティー支援を通じた施設整備
に期待が寄せられる

ウガンダの農業試験場で、日本人専門家の指導のもとで栽培されているネリカ米。食料不足の解消と農民の生活
向上に役立つと期待されている（撮影：篠田有史）

※２ “New Rice for Africa”の略。
※３ 業務環境を改善するための「整理・整頓・清掃・清潔・しつけ」からなる5段階のプロセス。

※１ 2001年にアフリカ自身がアフリカ再生のために立ち上げた開発イニシアチブ。インフラ整備を経済成長と地域
　   統合促進の一手段とし、国際社会の支援を受けながら複数国に裨益するインフラ整備事業に取り組んでいる。

「きれいな病院プログラム」で福岡県飯塚市の飯塚病院を視察するアフリカの研修員

かつては乱雑だったムベヤ病院のカル
テ棚（左）も、今では「5S」の導入により
整然と管理されている（右）。わずかなミ
スが命を左右する医療現場だからこそ、
こうした業務環境の改善が不可欠だ



■Column1

日野 博之氏
（ケニア首相府経済アドバイザー） 

“真”の成長へ
３つのカギ
　マクロ的に見ると近年のアフリカ経済は好調。だ
が、一般国民の生活は改善されていないのが実情。
つまり、格差だけが肥大化しているということだ。
　アフリカが本当の意味で成長するためのカギは３
つ。一つは、域内貿易の拡大。経済成長を担うのは
国際貿易に限らない。すでにケニアでは輸出の４割
が域内向けとなっている。2007年末の暴動とその
翌年の金融危機から、ケニアが国家存亡の危機を
免れた一因は、欧米への輸出の依存度がそれほど
大きくなかったことだ。
　もう一つは、気候変動対策。降雨のサイクルが変
化したり、干ばつが続いたりで、アフリカは水不足に
陥り、産業が成り立たなくなっている。そうした変化に
適応していくために、例えばケニアなら地熱開発とい
うような比較優位性のある産業を各国で育成してい
くことが重要になる。
　３つ目は、政治の安定。コンゴ民主共和国をはじめ
とした、豊富な資源を保有する国々が安定すれば、い
ろいろな可能性が開けるはずだ。

■Column2

倉科 芳朗氏
（JICAケニア事務所次長） 

国境手続き、
ワンストップ化の
必要性
　「アフリカは物価が高い」とよくいわれるが、その一
因が輸送コスト。道路や橋などのインフラの未整備
（ハード面）に加え、国境越えの手続き（ソフト面）に２
～３日もの時間を要しているためだ。特にアフリカに
は小国が分立する上、15もの内陸国が存在し、貿
易や産業振興の障害となっている。
　こうした国の経済を活性化させるには、越境交通
をスムーズにし、大きな都市や港などへのアクセス改
善が重要。JICAでは、第4回アフリカ開発会議で表
明された越境インフラに対する研究と支援を続けて
きた。ソフト面の支援策としては「ワンストップ・ボーダ
ーポスト（OSBP）」を推進。出入国に２回必要となる
越境手続きが１度で済む国境施設を整備すると同
時に、法制度整備、職員の育成、両国の税関システ
ムの統一化を図っている。さらにハード面でも、主要
な経済回廊（道路や橋など）の整備も行っている。そ
の成果として、2009年12月にザンビアージンバブエ
国境のチルンドで運用がスタートしたアフリカ初の
OSBPが、各国から注目を集めている。
（P14に関連記事）

　アフリカが直面するチャレンジは大きい。その中で
もアフリカ開発銀行（AfDB）では、インフラ、民間セク
ター開発、ガバナンス強化に力を入れ、私が担当す
る「アフリカの民間セクター開発のための共同イニシ
アチブ（EPSA）」も、まさにこの重点分野を支援して
いる。
　インフラは経済発展の基礎。しかし、電力普及率
で色分けした地図を見ると、北アフリカ地域と南部以
外はほぼ真っ暗。陸続きのアフリカにとって重要な
道路も維持管理が不十分で、民間資金で資源開発

アフリカ
成 長 す る

MAP経済

特集
アフリカ新時代へ

出典：世界貿易機関（WTO）「International Trade Statistics 2009」、UN DATA
（http://data.un.org/）、アメリカ地質調査所「2007 Minerals Yearbook」、外務省
ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/）ほか

を進めるにしても運搬路の整備が課題になる。着実
なインフラ支援が必要だ。
　民間セクター開発はアフリカの成長のエンジンとな
る。地場企業の活性化とともに、投資促進が優先課
題だ。AfDBは、インフラ整備、貿易促進、中小企業
の競争力強化などを目的とした出融資に加え、同セク
ターに資金を呼び込むための先導的役割を担ってい
る。しかし、政治不安が長引く国が多く、投資適格先
は限られる。日本企業の進出もいまだ活発とは言い
難い。魅力ある投資環境を整備することが大切だ。

■Column3

藤井 昌美氏
（JICAよりアフリカ開発銀行に出向中） 

現地から見た
開発ニーズ

■主な地域経済共同体
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市場共同体
（COMESA）

政府間
開発機構
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開発共同体
（SADC）
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（SACU）

アラブ・
マグレブ連合
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中部アフリカ
諸国経済共同体
（ECCAS）

中部アフリカ
経済通貨共同体
（CEMAC）

西アフリカ諸国
経済共同体
（ECOWAS）

サヘル・サハラ
諸国国家共同体
（COMESSA）

西アフリカ経済
通貨同盟
（UEMOA）

アフリカ連合
（AU）

■アフリカのGDP成長
（1970～2008年）

■域内貿易の推移
（1998～2008年）
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ダルフール
死者は約20万人、難
民・避難民は約200万
人。紛争が継続中。人
道・治安状況は悪化。

ソマリア
1991年以来、無政
府状態。AUソマリ
ア平和維持部隊
の展開が遅れてお
り、同部隊の増強
の必要性を論議。

エチオピア・エリトリア
1993年にエリトリアがエ
チオピアより独立。98年
に国境紛争が勃発、20
00年に停戦合意が結ば
れたが、大規模な武力衝
突の再発が懸念。

コンゴ（民）東部
依然不安定な状態。
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バラカ－サリマ間国道5号線橋梁架け替
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ルサカ
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無
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軽
快
な
音
楽
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
カ
メ
ラ
が

海
中
を
泳
い
で
い
く
。
色
と
り
ど
り
の
魚

た
ち
、揺
ら
ぐ
海
草
、サ
ン
ゴ
、カ
ニ
、エ
ビ
、

ヒ
ト
デ…

。
青
年
海
外
協
力
隊
の
菊
池
佳

さ
ん
が
、
ケ
ニ
ア
の
海
の
魅
力
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
手
作
り
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
教
材
だ
。「
み
ん
な
夢
中
で
見
入
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
き
れ
い
で
、
素
晴
ら
し

い
海
が
近
く
に
あ
る
の
に
、
子
ど
も
た
ち

は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
」。

　

菊
池
さ
ん
の
配
属
先
は
Ｗ
Ｃ
Ｋ（W

ildlife 
Clubs of Kenya

）。
青
少
年
へ
の
環
境
教

育
を
目
的
に
１
９
６
８
年
に
設
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
活
動
の
拠
点
は
ケ
ニ
ア
第
二

の
都
市
モ
ン
バ
サ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多

数
の
観
光
客
を
迎
え
る
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も

あ
る
。

　
「
僕
の
家
の
近
く
に
、
40
分
ほ
ど
で
歩
け

る
ビ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
地
元
の

人
が
行
け
る
の
は
端
と
端
だ
け
。
そ
の
間
の

ビ
ー
チ
は
豪
華
な
ホ
テ
ル
に
警
備
さ
れ
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
30
分
足
ら
ず
の
モ

ン
バ
サ
海
洋
国
立
公
園
に
つ
い
て
知
る
ケ

ニ
ア
人
が
あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
す
」

　

さ
ら
に
ケ
ニ
ア
で
は
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

が
多
く
、「
人
々
の
環
境
に
対
す
る
意
識
は

ま
だ
ま
だ
低
い
」
と
い
う
。
特
に
、
モ
ン

バ
サ
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
海
辺
に
大
量

の
ご
み
が
放
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出

る
物
質
が
海
を
汚
染
す
る
。

　
「
こ
こ
は
世
界
有
数
の
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋

生
物
が
生
き
る
貴
重
な
海
だ
！
」―
素
晴
ら

し
い
自
然
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
前
に
、

そ
の
事
実
を
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち

に
知
ら
せ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
菊
池
さ
ん

の
活
動
の
最
大
の
テ
ー
マ
だ
。

　

今
、
菊
池
さ
ん
は
週
に
５
〜
６
回
の
ペ

ー
ス
で
モ
ン
バ
サ
近
郊
の
学
校
を
巡
回
し
、

海
と
自
然
に
関
す
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
が
冒
頭

に
紹
介
し
た
映
像
だ
。
そ
し
て
、
時
に
は

ビ
ー
チ
に
出
て
、
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
た

ボ
ー
ト
の
底
か
ら
美
し
い
海
を
子
ど
も
た

ち
に
見
て
も
ら
う
。

　

赴
任
し
て
か
ら
２
年
。
こ
れ
ま
で
に
接

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
延
べ
２
０
０
０

人
。
学
校
に
行
く
と
、「
ケ
イ
、
ケ
イ
」
と

言
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
や
り
が
い

で
も
あ
り
、
喜
び
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
自
然

の
大
切
さ
に
目
を
向
け
始
め
て
い
る…

。
菊

池
さ
ん
が
、
そ
う
確
信
す
る
時
で
も
あ
る
。

 　

も
う
一
人
、
ケ
ニ
ア
の
海
に
魅
せ
ら
れ
た

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
い
る
。
09
年
８
月

に
赴
任
し
た
飯
田
愛
実
さ
ん
だ
。
モ
ン
バ

サ
よ
り
さ
ら
に
南
部
の
町
・
シ
モ
ニ
の
沖

合
に
あ
る
キ
シ
テ
・
ム
プ
ン
グ
テ
ィ
海
洋

公
園
を
管
理
す
る
、
ケ
ニ
ア
野
生
生
物
公
社

（
Ｋ
Ｗ
Ｓ
）
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
。

　

着
任
早
々
、
飯
田
さ
ん
は
驚
か
さ
れ
た
。

環
境
教
育
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
。
担
当

部
署
も
な
い
。
そ
の
上
、
共
に
活
動
す
る

は
ず
だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
３
年
間
の
学
業

休
暇
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
中
学
校
へ

の
巡
回
授
業
は
停
止
し
た
ま
ま
。
つ
ま
り
、

環
境
教
育
を
〝
新
人
〞
の
飯
田
さ
ん
が
音

頭
を
取
り
、
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
を
巻
き
込

み
な
が
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
ア

フ
リ
カ
の
地
を
初
め
て
踏
ん
だ
飯
田
さ
ん
。

動
揺
し
、
不
安
を
感
じ
た
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

　

そ
ん
な
飯
田
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
た
の

は
や
っ
ぱ
り
現
地
の
人
々
だ
っ
た
。
同
僚

に
は
、
地
元
に
詳
し
い
シ
モ
ニ
出
身
者
が

い
る
。
海
洋
公
園
勤
務
の
ベ
テ
ラ
ン
や
、

日
本
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
環
境
教
育
研
修
に
参

加
し
た
人
た
ち
も
い
る
。
こ
う
し
た
同
僚

の
協
力
を
得
て
、
飯
田
さ
ん
は
１
月
か
ら
、

近
隣
小
学
校
５
校
へ
の
巡
回
授
業
を
開
始

し
た
。
内
容
は
、Ｋ
Ｗ
Ｓ
や
海
洋
公
園
の
役

割
、
今
回
テ
ー
マ
と
し
た
サ
ン
ゴ
の
大
切

さ
を
ビ
デ
オ
や
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
す
る

90
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
ま
た
、
飯
田
さ

ん
は
教
材
を
作
る
た
め
に
海
に
潜
り
、
魚

や
サ
ン
ゴ
を
撮
影
す
る
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ
と
環
境
保
全
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
時
に
は
Ｋ
Ｗ
Ｓ
の
同

僚
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
教
え
た
り
も
す
る
。

「
シ
モ
ニ
の
人
た
ち
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

ー
で
、
良
き
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
」。

　

そ
し
て
、
彼
女
を
支
え
る
も
う
一
つ
が
、

自
然
の
美
し
さ
だ
。

　
「
シ
モ
ニ
は
静
か
で
穏
や
か
な
漁
村
で
す
。

道
端
に
放
置
さ
れ
た
ご
み
は
気
に
な
り
ま
す

が
、
空
気
は
き
れ
い
で
、
潮
風
と
磯
の
香
り

が
心
を
洗
っ
て
く
れ
ま
す
。
夜
に
は
潮
騒
を

聞
き
な
が
ら
満
天
の
星
空
が
堪
能
で
き
ま

す
。
私
は
今
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
で
も…

、
と
時
々
思

う
ん
で
す
。
こ
こ
に
住
む
人
々
は
こ
の
素

晴
ら
し
さ
に
気
付
い
て
い
る
ん
だ

ろ
う
か
」

　

キ
シ
テ
・
ム
プ
ン
グ
テ
ィ
海
洋

公
園
ま
で
は
、
シ
モ
ニ
か
ら
船
で

１
時
間
弱
。
移
動
中
、
８
割
も
の

確
率
で
イ
ル
カ
に
出
会
え
る
と
い

う
海
の
楽
園
だ
。
こ
う
し
た
か
け

が
え
の
な
い
海
を
次
代
に
残
し
て

い
く
た
め
に
、
菊
池
さ
ん
と
飯
田

さ
ん
は
満
天
の
星
空
の
下
で
新
た

な
意
欲
に
燃
え
て
い
る
。

潮
騒
に
包
ま
れ
、

満
天
の
星
の
下
で
暮
ら
す
喜
び

「ケニアの子どもたちに、
  身近な海の素晴らしさを伝えたい」

か
け
が
え
の
な
い

海
洋
環
境
を
持
つ
国

青年海外協力隊
Kikuchi Kei

菊池 佳さん
青年海外協力隊
Iida Manami

飯田 愛実さん

きくち・けい
1985年北海道出身。ニュージーランドのウェリント
ン・ビクトリア大学（開発学・環境学専攻）を卒業後、
青年海外協力隊に。2008年3月よりケニアへ。

ケニアには美しい海がある。
だが地元の人の多くは、ビーチなどにごみをポイ捨てし、
その価値に気付いていない。
そんな大自然の大切さを伝えようと、
環境教育に励む青年海外協力隊員たちがいる。

ゲンバの風
第 15 回

ケニアの自然は海だけではない。菊池さんは植林活動
のほか、落ち葉や豆炭などを利用した肥料づくりなどを通
じて、4R［リデュース（減量）・リユース（再使用）・リサイク
ル（再資源化）・リフューズ（購入拒否）］の重要性も伝え
ている

巡回授業で小学生にサンゴについて話す飯田さん。終
了後には児童や先生にアンケートを取り、次のプログラ
ム作りの参考にしている

ケニア

手付かずの大自然が残るケニアの海（上）が今、大量の
ごみにより汚染されつつある。海の美しさ、大切さを地元
の子どもたちに知ってもらおうと2人は清掃活動を実施

ナイロビ

モンバサ
シモニ

いいだ・まなみ
1970年長野県出身。筑波大学大学院ビジネス科
学研究科修士課程修了。気象情報会社、外資系証
券会社、銀行などを経て2009年8月よりケニアへ。
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野
外
の
広
場
に
集
ま
る
た
く
さ
ん
の

人
々
。
最
前
列
に
陣
取
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
２
０
０
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。
上

映
さ
れ
て
い
る
映
像
は
、
白
熱
す
る
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
※
。
有
名
選
手
の
表
情
が
ア

ッ
プ
に
な
る
た
び
、
大
き
な
歓
声
が
上
が

る
。
２
０
０
９
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、

ソ
ニ
ー
株
式
会
社
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
手
を
組
ん
で
ガ
ー
ナ
で
実
施

し
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
で
の
ひ
と
コ
マ
だ
。

　
「
選
手
の
名
前
を
知
っ
て
い

て
も
、
顔
を
見
る
の
は
初
め
て

と
い
う
子
も
多
い
ん
で
す
。
も

の
す
ご
い
熱
狂
ぶ
り
で
し
た
」。

そ
う
話
す
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

発
案
者
の
一
人
、
ソ
ニ
ー
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
中

西
吉
洋
さ
ん
だ
。
ガ
ー
ナ
の
テ

レ
ビ
普
及
率
は
わ
ず
か
21
％
。
そ
れ
も
都

市
部
に
集
中
し
て
い
る
。
地
方
で
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
試
合
が
あ
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
の
人
が
観
戦
で
き
な
い
。「
屋
外

で
も
使
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
大
型
映

像
装
置
、
音
響
機
器
な
ど
ソ
ニ
ー
の
機
材

と
技
術
を
使
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち

に
サ
ッ
カ
ー
の
感
動
を
伝
え
た
い
―
」。

イ
ベ
ン
ト
は
、
彼
ら
の
そ
ん
な
願
い
が
原

点
と
な
っ
た
。

　
「
で
も
、
た
だ
試
合
を
見
せ
る
だ
け
で

な
く
、
現
地
の
人
々
や
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
こ
と
を
併
せ
て
実
施
し
た
か
っ

た
」
と
言
う
中
西
さ
ん
。
そ
こ
で
、
ア
フ

リ
カ
に
知
見
が
あ
り
、
同
社
の
趣
旨
に
賛

同
し
力
を
貸
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
す
る
こ
と
に
。

若
者
を
中
心
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
ガ
ー
ナ
で
、
ラ
ジ
オ
放

送
や
演
劇
を
通
じ
て
予
防
・
啓
発
活
動
を

行
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
エ
イ
ズ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
試
合
の
前
後
や
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
予
防
に

関
す
る
啓
発
ビ
デ
オ
が
流
さ
れ
、
現
地
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
劇
や
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
わ

れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
集
客
力
を
高
め
、

人
々
に
夢
と
感
動
を
伝
え
な
が
ら
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
知
識
も
広
め

る
。
そ
れ
が
こ
の
企
画
の
狙
い
だ
。
イ
ベ

ン
ト
は
、
10
日
間
で
ガ
ー
ナ
国
内
の
７
つ

の
地
域
を
巡
回
し
、
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
延
べ
９
０
０
０
人
近
く
が
参
加
。
多

く
の
人
々
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
受
診
を
促
す

な
ど
、
地
元
に
と
っ
て
も
、
ソ
ニ
ー
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
も
、〝w

in-w
in-w
in

〞
と

な
る
大
き
な
成
果
を
手
に
し
た
。

　

中
西
さ
ん
を
は
じ
め
、
社
内
の
熱
狂
的

な
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
熱
意
か
ら
生
ま
れ

た
こ
の
企
画
。
製
品
デ
ザ
イ
ン
が
本
来
の

仕
事
で
あ
る
中
西
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は

〝
業
務
外
の
仕
事
〞
と
も
い
え
る
が
、
ソ

ニ
ー
の
C
S
R
活
動
の
一
環
と
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
が
実
現
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
社
会
貢
献
活
動
は
、
多
く
の

社
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
。

そ
の
た
め
２
カ
月
に
一
度
、
外
部
か
ら
講

師
を
招
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
て
い
ま
す
。
世

界
が
今
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
、

多
く
の
社
員
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
専
門
性

が
、
問
題
の
解
決
に
生
か
さ
れ
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
」
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
統
括
部
長
の

冨
田
秀
実
さ
ん
は
語
る
。

　

そ
の
考
え
方
は
、
同
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
暇
制
度
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ

の
制
度
で
、
す
で
に
30
人
以
上
の

社
員
が
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
き
た
。
彼
ら
は
国
際
協

力
の
現
場
で
２
年
間
の
貴
重
な
経

験
を
積
み
、
一
回
り
大
き
く
な
っ

て
職
場
に
復
帰
す
る
。

　

ソ
ニ
ー
で
は
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、

６
月
か
ら
の
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

南
ア
フ
リ
カ
大
会
開
催
中
に
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

や
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
と
と
も

に
ガ
ー
ナ
と
カ
メ
ル
ー
ン
で
同
様
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
く
予
定
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
１
万
５
０
０
０
人
を
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
招

待
し
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
の
啓
発
活
動
も
行
う
。
こ
れ
ら

を
後
押
し
し
よ
う
と
、
全
世
界
の
社
員
に

よ
る
募
金
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど
の
問
題
は
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
っ
て
お
り
、
特
に
途
上
国
で

は
深
刻
で
す
。
多
国
籍
企
業
で
も
あ
る
ソ

ニ
ー
が
、
そ
う
し
た
問
題
に
無
関
心
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
」

　

冨
田
さ
ん
の
言
葉
は
、
独
自
の
技
術
と

豊
富
な
人
材
を
、
明
る
く
平
和
な
未
来
づ

く
り
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
、
ソ

ニ
ー
の
熱
い
意
気
込
み
を
物
語
っ
て
い
る
。

  HIV/エイズを予防し、
サッカーで夢と希望を

世界を舞台にビジネスを展開するソニー。
グローバルな視点で、社会貢献活動にも積極的に取り組む。

ガーナで実施されたサッカーのパブリック・ビューイングもその一つだ。

“JICA and Sony For the Next Generation 
in Ghana 2009”と名付けられた今回のイベン
ト。現地NGOとの協力のもと、開催前には宣伝パ
レードが実施された

世
界
に
向
け
ら
れ
た

ソ
ニ
ー
の
ま
な
ざ
し

夢
と
健
康
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち ソニー株式会社

（上）パブリック・ビューイングの野外会場で、機材の調整をするソニーのスタッフ
（下）ガーナ代表が出場する試合を、食い入るように見つめる

※パブリック・ビューイングでは、「FIFAコンフェデレーションズカップ2009」の生中継映像と「2006FIFAワールド
カップ」ガーナ戦の録画映像が放映された。

ソニーでは、サッカーを通じて社会貢献を行う国際NGOと
協働。自社製品を提供し、ワールドカップの開催に向け、
子どもたちのための写真や映像制作のワークショップを
世界各地で実施する ○c Dana Rösiger

（上）試合前には、HIV／エイズの予防を訴える劇が行われた
（下）イベントには、ガーナで活動する青年海外協力隊員も手助けに駆け付けた

ガーナ
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エ
イ
ズ
遺
児
を
助
け
る

手
作
り
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

検
査
セ
ン
タ
ー
は

両
国
の
友
情
の
証
し

小
さ
な

お
店
が
届
け
る

大
き
な
真
心

富
士
市
立
吉
原
商
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が

部
活
動
の
一
環
で
運
営
し
て
い
る「
吉
商
本
舗
」。

マ
ラ
ウ
イ
の
子
ど
も
た
ち
が
作
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
販
売
を
通
じ
て
、

貧
困
や
H
I
V
／
エ
イ
ズ
に
苦
し
む
現
地
の
子
ど
も
た
ち
や
人
々
に
、

大
き
な
力
を
与
え
て
い
る
。

か
」。
そ
う
考
え
て
い
た
矢
先
に
出
会
っ
た

の
が
、
当
時
、
ル
ウ
ェ
レ
ジ
で
エ
イ
ズ
予
防

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
青
年
海
外
協
力

隊
の
尾
崎
瞳
さ
ん
だ
。
尾
崎
さ
ん
は
活
動
の

一
環
で
子
ど
も
た
ち
と
手
作
り
の
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
を
製
作
・
販
売
し
、
そ
の
利
益
を
エ
イ

ズ
遺
児
の
学
費
や
生
活
費
に
充
て
て
い
た
。

「
こ
れ
を
吉
商
本
舗
で
も
販
売
し
、
売
り
上

げ
で
マ
ラ
ウ
イ
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
で
き

な
い
か
―
」。
帰
国
後
、
店
舗
会
議
で
相
談

し
た
と
こ
ろ
、「
先
生
、
や
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
生
徒
た
ち
の
力
強
い
声
が
上
が
っ
た
。

　

す
ぐ
に
、
吉
商
本
舗
で
は
現
地
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
販
売
が
始
ま
っ

た
。
原
価
分
は
エ
イ
ズ
遺
児
た
ち
の
授
業
料

や
生
活
費
に
、
利
益
分
は
住
民
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
検
査
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
無
料

で
受
け
ら
れ
る
検
査
セ
ン
タ
ー
の
建
設
資
金

と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

店
舗
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
文
化
祭
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
、
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
積

極
的
に
行
動
し
た
生
徒
た
ち
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
は
順
調
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、「
検
査

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
、
若
園
先
生

と
教
師
海
外
研
修
で
一
緒
だ

っ
た
他
校
の
先
生
と
そ
の
ク

ラ
ス
の
児
童
が
、
ア
ル
ミ
缶

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
得
た
お
金
を
寄
付
し
て
く

れ
た
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
地
元
の
人
々
か
ら

も
多
く
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

半
年
後
に
は
検
査
セ
ン
タ
ー
を
建
て
る
の

に
十
分
な
資
金
が
集
ま
り
、
早
速
、
現
地
で

は
尾
崎
さ
ん
の
リ
ー
ド
の
も
と
で
建
設
が
ス

タ
ー
ト
。「
無
事
に
完
成
し
た
」
と
の
う
れ

し
い
知
ら
せ
が
吉
商
本
舗
に
届
い
た
の
は
、

若
園
先
生
の
訪
問
か
ら
わ
ず
か
10
カ
月
足
ら

ず
、
07
年
6
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

完
成
を
受
け
、
吉
商
本
舗
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ

ラ
ウ
イ
事
務
所
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

結
ば
れ
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
現
地
の

中
学
生
た
ち
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら

れ
、
生
徒
た
ち
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
「
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
支
援
を
し
て
く

れ
た
多
く
の
日
本
の
人
々
が
こ
の
日
を
楽
し

マラウイへの支援が始まったころを知る生徒はすでに卒業
し、今はその思いを受け継いだ後輩たちが店の運営に携わ
る。「マラウイは遠いけど、いつか必ず行ってみたい！」と目を
輝かせる

教師海外研修でルウェレジの中学生たちと交流する若園先生

吉商本舗の店内で売られているブレスレット

色鮮やかなブレスレットは特に人
気が高い。こうした吉商本舗の
活動は、開発教育（国際理解教
育）の優れた実践事例として、外
務省主催の「グローバル教育コ
ンクール2009」で外務大臣賞を
受賞した

た
マ
ラ
ウ
イ
製
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
。
吉
商
本
舗
で
は
06
年
か
ら
、

現
地
の
子
ど
も
た
ち
が
作
る
こ
れ
ら
の
製
品

を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
と
し
て
販
売
し
、

そ
の
売
り
上
げ
で
貧
困
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
顧
問
の
若
園
耕
平
先
生
が

06
年
夏
に
参
加
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
の
「
教

師
海
外
研
修
」。
研
修
先
マ
ラ
ウ
イ
の
地
方

の
村
ル
ウ
ェ
レ
ジ
で
目
に
し
た
の
は
、
深
刻

化
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
問
題
の
現
実
だ
っ

た
。「
親
を
エ
イ
ズ
で
亡
く
し
、
貧
困
で
学

校
を
や
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
」。

　
「
何
か
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

　

懐
か
し
い
駄
菓
子
や
ド
リ
ン
ク
、
小
物
類

が
並
ぶ
店
内
に
入
る
と
、
レ
ジ
係
の
高
校
生

た
ち
が
元
気
に
迎
え
て
く
れ
た
。
静
岡
県
富

士
市
、
吉
原
商
店
街
の
一
角
。
富
士
市
立
吉

原
商
業
高
校
・
商
業
ビ
ジ
ネ
ス
部
が
、
商
店

街
の
活
性
化
に
努
め
る
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
手
を

組
ん
で
運
営
す
る
「
吉
商
本
舗
」
が
こ
こ
に

あ
る
。生
徒
た
ち
の
商
業
教
育
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
富
士
市
の
地
域
活
性
化
支
援
策
の
一

つ
と
し
て
、
２
０
０
４
年
に
開
店
し
た
。

　

店
内
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
ビ
ー
ズ
で
で
き

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、

両
国
の
友
情
の
証
し
で
す
」

　

最
後
に
は
、
全
員
で
練
習
し
て
き
た
マ
ラ

ウ
イ
国
歌
を
歌
っ
た
吉
商
本
舗
の
生
徒
た

ち
。
画
面
の
向
こ
う
で
、
マ
ラ
ウ
イ
の
中
学

生
た
ち
が
胸
に
手
を
当
て
、
一
緒
に
口
ず
さ

ん
で
い
る
の
が
見
え
た
。
彼
ら
の
心
が
一
つ

に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
吉
商
本
舗
の
活
動
は
、
そ
の
後

も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。「
文
化
祭

で
販
売
し
た
い
」
と
、
他
校
か
ら
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
の
提
供
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

売
り
上
げ
は
引
き
続
き
、
ル
ウ
ェ
レ
ジ
の
エ

イ
ズ
遺
児
支
援
と
検
査
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・

維
持
に
使
わ
れ
て
い
る
。
特
に
検
査
セ
ン
タ

ー
は
、
そ
れ
ま
で
遠
く
の
病
院
へ
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
住
民
の
負
担
を
劇
的
に

減
ら
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
予
防
や
早
期
発
見

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
抗
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
薬
※
の
処
方
・
配
布
も
行
え
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
今
で
は
地
域
の
エ
イ
ズ

対
策
の
拠
点
と
し
て
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
「
買
い
物
を
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
温

か
い
真
心
が
、
こ
の
お
店
を
通
じ
て
マ
ラ
ウ

イ
に
届
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
喜

び
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
部
長

の
桐
部
美
咲
さ
ん
。
09
年
か
ら
は
新
製
品
と

し
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
仕
入
れ
た
マ
ラ

ウ
イ
産
紅
茶
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
販

売
も
始
め
た
。
商
店
街
の
小
さ
な
お
店
か
ら

生
ま
れ
る
高
校
生
た
ち
の
行
動
力
、
熱
意
が

海
を
越
え
、
今
日
も
マ
ラ
ウ
イ
に
大
き
な
力

を
送
り
続
け
て
い
る
。

※HIVの増殖を抑え、エイズ発症を遅らせる効能を持つ。

第13 回

地球号の
子どもたち

検査センターでは、一日平均20人前後が検査やカウ
ンセリングに訪れる。最近は、遠くに住む人々のため
の訪問サービスも行っている

ルウェレジで、中学生たちにエイズ予防の大切さを伝
える青年海外協力隊の尾崎瞳さん
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
修
復
保
全
機
構
の
石
山
千

佳
さ
ん
た
ち
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
で
、
不

思
議
な
光
景
を
目
撃
し
た
。

　
「
貧
し
い
身
な
り
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
窓
の

外
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
教
室
の
中
を
の
ぞ
い

て
い
る
ん
で
す
。こ
の
子
た
ち
は
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
？
な
ぜ
中
に
入
ら
な
い
の
だ
ろ
う
？
そ
の

数
の
多
さ
に
私
た
ち
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」

　

聞
い
て
み
る
と
、
彼
ら
は
授
業
料
を
払
え
ず
、

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
だ
と
い
う
。だ
か

ら
、
教
室
に
入
れ
な
い
。学
校
に
あ
る
ト
イ
レ
も

借
り
ら
れ
な
い
。

　
「
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
を
先
生
た
ち
は
あ
え
て
気
に
す
る
風
も
な
く

授
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
し
た
。そ
の
現
状
に

先
生
自
ら
が
対
処
で
き
な
い
こ
と
に
疑
問
を
感

じ
、解
決
に
向
け
て
先
生
た
ち
が
立
ち
上
が
る
き

っ
か
け
作
り
が
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

　

環
境
修
復
保
全
機
構
は
、有
機
農
法
の
普
及
な

ど
に
よ
り
環
境
と
開
発
の
調
和
を
目
指
す
Ｎ
Ｇ

Ｏ
だ
。「
環
境
保
全
に
関
す
る
普
及
活
動
を
進
め

て
い
く
中
で
、地
域
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

と
直
面
し
ま
す
。私
た
ち
は
以
前
か
ら
そ
う
し
た

問
題
に
、地
域
住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。窓
の
外
の
子
ど
も
た
ち

は
、そ
の
き
っ
か
け
を
く
れ
た
の
で
す
」。

　

石
山
さ
ん
た
ち
は
２
０
０
９
年
、カ
ン
ボ
ジ
ア

の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
の

複
数
の
小
学
校
で
新
た
な
事
業
を
始
め
る
。学
校

菜
園
を
利
用
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ

た
環
境
や
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
改
善
し
て
い

こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。学
校
菜
園
は
、

同
機
構
が
小
学
校
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
て
き

た
も
の
。環
境
と
調
和
し
た
有
機
農
法
を
、
将
来

の
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
小
学
生
に
伝
え
る
の

が
目
的
だ
。

　

東
京
農
業
大
学
で
教
え
な
が
ら
同
機
構
の
代

表
理
事
を
務
め
る
三
原
真
智
人
さ
ん
が
語
る
。

　
「
こ
の
事
業
は
、
何
か
形
あ
る
も
の
を
地
域
に

提
供
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
、
何
が
問
題

な
の
か
、
地
域
の
人
々
自
ら
が
考
え
、
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
気
付
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、地
域
の
問
題
を
話
し
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
か
ら
始
ま
っ
た
。〝
集

ま
っ
た
〞の
は
、小
学
校
の
先
生
た
ち
だ
。そ
の
数

は
延
べ
60
人
に
上
る
。

　

１
９
７
５
年
か
ら
４
年
間
続
い
た
ポ
ル
・
ポ

ト
政
権
の
時
代
に
教
育
者
は
虐
殺
の
対
象
と
さ

れ
た
。現
在
、
教
育
現
場
に
立
っ
て
い
る
先
生
の

ほ
と
ん
ど
が
経
験
不
足
だ
。し
か
も
、
学
校
間
の

連
携
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。だ
か
ら
、〝
集
ま
っ
た
〞

先
生
た
ち
が
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
う

の
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
と
て
も
画
期
的
な
こ
と

な
の
だ
。

　
「
話
し
て
み
る
と
、
先
生
た
ち
は
意
外
と
子
ど

も
た
ち
の
家
庭
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。学
校
に
行
け
な
い
子
の
存
在
や

そ
の
子
た
ち
の
事
情
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、
積
極
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る

意
欲
は
少
な
く
、
外
部
か
ら
の
援
助
に
頼
り
、
自

分
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、な
か
な
か

考
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
」。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

立
ち
会
っ
た
石
山
さ
ん
の
感
想
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、問
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
先
生
た
ち
が
自
ら
企
画
立
案
す
る
こ
と

を
促
し
て
い
る
。学
校
菜
園
を
使
っ
た
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
募
り
、
優
秀
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
表

彰
。そ
の
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
だ
。

　

す
で
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
こ
ん
な
ア
イ
デ

ア
を
語
る
先
生
も
い
る
。小
学
生
が
村
人
か
ら
農

作
業
を
教
わ
り
、逆
に
小
学
生
は
村
に
ま
だ
多
く

存
在
す
る
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
に
文
字
を

教
え
る
。結
果
、
菜
園
が
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、学
校
で
有
機
農
法
を
学
ん
だ
わ
が
子

か
ら
刺
激
を
受
け
、堆
肥
づ
く
り
や
防
虫
液
づ
く

り
に
挑
戦
す
る
親
が
現
れ
て
く
る
な
ど〝
子
か
ら

親
へ
の
情
報
の
流
れ
〞
も
徐
々
に
出
て
き
て
い

る
。こ
れ
か
ら
、
学
校
菜
園
を
舞
台
に
し
た
さ
ら

に
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
は
ず
。そ
の
中

に
は
、地
元
に
根
を
下
ろ
し
た
先
生
だ
か
ら
こ
そ

考
え
ら
れ
る
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
だ
ろ
う
。最
終
的

に
は
す
べ
て
の
ア
イ
デ
ア
が「
地
域
問
題
の
解
決

に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、現
地
の
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に

当
た
ろ
う
と
す
る
際
の
指
南
書
と
な
る
は
ず
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
は
、
こ
の
一
連
の
流
れ
の
運
営

学
校
菜
園
を
地
域
の
た
め
に

上
手
に
使
お
う

い
わ
ば
、〝
気
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
修
復
保
全
機
構
に
よ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
進
行
中
だ
。

小
学
校
の
先
生
か
ら
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
策
を
募
る
と
い
う
も
の
。

条
件
は
一
つ
。学
校
菜
園
を
利
用
し
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

費
、特
に
優
秀
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
費
用
に
充
て

ら
れ
る
予
定
だ
。

　

環
境
修
復
保
全
機
構
は
、三
原
さ
ん
と
事
務
局

長
の
上
野
貴
司
さ
ん
に
よ
っ
て
２
０
０
０
年
に

設
立
さ
れ
た
。タ
イ
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
た
三
原
さ
ん
た
ち
の
設

立
当
時
の
思
い
は
こ
う
だ
。

　
「
研
究
の
成
果
を
学
術
論
文
に
ま
と
め
、
学
会

で
発
表
す
る
。こ
れ
だ
け
で
は
自
分
た
ち
の
た
め

に
途
上
国
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

研
究
で
得
た
成
果
を
な
ん
と
か
現
地
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
た
い
」

　

そ
の
思
い
が
有
機
農
法
を
軸
と
す
る
環
境
教

育
に
つ
な
が
っ
た
。今
、
そ
の
思
い
は
さ
ら
に
深

化
し
、環
境
修
復
保
全
機
構
の
活
動
は
幅
を
広
げ

て
い
る
。そ
し
て
、
地
域
の
先
生
た
ち
の
コ
コ
ロ

を
触
発
し
て
い
る
。

「地域問題検討ワークショップ」に参加した小学校の
先生たち。時間の経過とともに、活発な議論が交わさ
れるようになった

環境修復保全機構の活動の様子や団体の詳
細はホームページでご覧になれます。
http://www.erecon.jp/

立
ち
上
が
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
先
生
た
ち

（上）外から教室の中をのぞき込むのは学校へ通えない子どもたち。その数の多さ
に環境修復保全機構のスタッフは衝撃を受けた
（下）環境保全に関する絵画コンテストも実施された

NPO法人
環境修復保全機構

小学校の菜園。有機農法で空芯菜や
キャベツなどの野菜が栽培されている

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

カンボジア

タイ

プノンペン

コンポンチャム
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日本人にとって、毎日の食事に欠かせないおコメ。海を越えて、はるか遠いアフリカの
国々でも、主食として食されているのをご存じだろうか？最近のアフリカのコメ事情と
JICAのアフリカ稲作支援について聞いた。

Q&Aアフリカではどれくらい
おコメが食べられているの？

〝
コ
メ
〞
と
い
う
と
、
日
本
は
も
ち

ろ
ん
、
ア
ジ
ア
で
多
く
食
べ
ら
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
ア

フ
リ
カ
で
も
コ
メ
を
主
食
と
す
る
国
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。一
人
当
た
り
の
コ
メ
消

費
量
で
見
る
と
、マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
、マ
リ
、ギ
ニ
ア
、コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
な
ど
は
、
日
本
よ
り
高
い
数
値
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
、
ア
フ
リ
カ
の

み
な
ら
ず
、
世
界
で
見
て
も
有
数
の
コ
メ

の
消
費
国
で
あ
り
（
一
人
当
た
り
コ
メ
消
費

量
１
３
５
キ
ロ
）、
自
給
率
も
90
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
10
〜
12
世
紀
ご
ろ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
系
の
人
々
な
ど
に
よ
っ
て
島
に
稲

作
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
後
16
世
紀
ま
で

に
は
ほ
ぼ
全
土
に
普
及
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
見
る
と
、
西
ア
フ
リ
カ
で
は
、

コ
メ
を
食
べ
る
習
慣
が
古
く
か
ら
定
着
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
セ
ネ
ガ
ル
の
代
表
的

料
理
「
チ
ェ
ブ
ジ
ェ
ン
」
と
い
う
ト
マ
ト
味

の
炊
き
込
み
ご
は
ん
は
有
名
で
す
。一
方
、

東
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
、
主
食
は
実
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
が
、
近
年

は
都
市
化
に
伴
い
、コ
メ
の
消
費
量
が
急

増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ア
フ
リ
カ
全
土
で
は

コ
メ
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

増
加
す
る
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
状
況
で
す
。
現
在
ア
フ
リ
カ
の
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
収
量
は
ア
ジ
ア
の
わ
ず

か
半
分
。
圃
場
の
均
平
化
や
正
条
植
え
、

除
草
な
ど
、コ
メ
の
栽
培
管
理
技
術
を
工

夫
す
れ
ば
、
生
産
拡
大
の
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
か
じ
を
取
り
、
２
０

０
８
年
５
月
の
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
発
表
さ
れ
た
の
が

「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興
の
た
め
の
共
同
体

（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）」
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

を
含
む
11
の
援
助
機
関
が
連
携
し
、
今
後

10
年
間
で
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
コ
メ

生
産
量
の
倍
増
（
１
４
０
０
万
ト
ン
か
ら

２
８
０
０
万
ト
ン
）
を
最
終
目
標
に
、
包
括

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

昨
今
の
食
料
価
格
の
高
騰
で
、
ア
フ
リ

カ
の
貧
困
層
は
よ
り
厳
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
取
り
組
み

は
、
食
料
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Q

A
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JICA農村開発部
乾燥畑作地帯第二課

徳田 進平
PROFILE
1999年JICAに就職。大阪国際
センター、アフリカ部、モロッコ事務
所を経て、2007年9月より現職。

「アフリカのコメ生産倍増を目指し、
  包括的な支援を行っています」

（上）ベナンの試験圃場で稲の生育について説明をする惣慶
嘉専門家
（左）セネガルの代表料理「チェブジェン」（撮影：今村健志朗）

「アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）」についてもっと知りたい方は
こちら ＞＞ http://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/approach.htm
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150
（Kg/人） ■サハラ以南アフリカの一人当たり年間コメ消費量（2009年）
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１
月
13
日
午
前
６
時
53
分

（
日
本
時
間
）、カ
リ
ブ
海
に
浮

か
ぶ
国
、ハ
イ
チ
の
首
都
ポ
ル

ト
ー
プ
ラ
ン
ス
郊
外
約
15
キ

ロ
の
地
点
で
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・０
の
大
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
翌
14
日
、医
療
チ
ー
ム
の
派

遣
を
念
頭
に
緊
急
調
査
チ
ー

ム
を
派
遣
。現
地
の
ニ
ー
ズ
調

査
や
活
動
場
所
の
選
定
な
ど

を
行
い
、16
日
夜
、医
師
、看
護

師
、外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど

か
ら
成
る
総
勢
25
人
の
チ
ー
ム

が
成
田
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
首
都
の
南
西
40

キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
都
市
レ
オ

ガ
ン
の
看
護
学
校
に
到
着
、18

日
朝
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。診
療
テ
ン
ト
に
は
緊
急

を
要
す
る
重
傷
者
が
多
く
訪

02
　

１
月
19
日
、公
開
セ
ミ
ナ
ー「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
」が
国
連

大
学（
東
京
・
渋
谷
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、開
発
途
上
国
の
主
に
貧

困
層
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、現
地
の

人
々
の
生
活
改
善
を
も
た
ら
す「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
」と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て

紹
介
す
る
も
の
。冒
頭
の
基
調
講
演
で
は
、ア

ラ
イ
ア
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
財
団
代
表
理
事
・
原
丈

人
さ
ん
が
、同
財
団
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ザ
ン
ビ

ア
の
事
業
を
事
例
に
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
が
途
上

国
の
貧
困
削
減
に
も
た
ら
す
役
割
に
つ
い
て
講

演
。続
い
て
、高
野
剛
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
民
間
連
携
室

参
事
役
が
２
０
１
０
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る「
Ｂ

Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連
携
・
促
進
制

度
」の
骨
子
案
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。最
後

に
、日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
の
足
達

英
一
郎
さ
ん
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
は
、現
地
の
視
点
を
十
分

重
視
し
て
初
め
て
期
待
で
き
る
も
の
」と
い
う

意
見
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

03
　

２
月
12
日
、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
小
倉（
福
岡
県

北
九
州
市
）で
、環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ア
ジ
ア
の

低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て
」（
北
九
州
市
、

読
売
新
聞
西
部
本
社
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
共
催
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、中
国
、イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ラ

オ
ス
、マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
関
係
者
が
来
日

し
、日
本
の
技
術
や
経
験
を
生
か
し
た
環
境
分

野
の
国
際
協
力
と
ア
ジ
ア
の
低
炭
素
社
会
の
可

能
性
に
つ
い
て
、日
本
の
専
門
家
ら
と
熱
い
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
国
で
実
践
さ
れ
て
い
る
産
官
学
＋
市

民
に
よ
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、両
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

男性の腹部の検査をする隊員

耳の中に異物が入った男の子を診断

会場には北九州市民など144人が参加

公
開
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
」開
催

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
の
低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て
」開
催

J
I
C
A
国
際
緊
急
援
助
隊

ハ
イ
チ
で
医
療
活
動

れ
た
た
め
、他
国
チ
ー
ム
と
も
協

力
し
な
が
ら
診
療
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
、現
地
の
看
護
学
生

が
ク
レ
オ
ー
ル
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

の
通
訳
と
し
て
協
力
し
て
く
れ

る
な
ど
、被
災
地
の
人
々
の
助

け
が
隊
員
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
活
動
中
、２
０
０
４
年

の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド

洋
津
波
災
害
時
の
日
本
の
支

援
の
恩
返
し
が
し
た
い
と
、ス
リ

ラ
ン
カ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
が
懸
命
に

警
護
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

医
療
チ
ー
ム
は
８
日
間
の
活

動
で
延
べ
５
３
４
人
を
診
察
。

自
衛
隊
部
隊
に
活
動
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。使
用
し
た
資
機

材
は
活
動
先
の
看
護
学
校
に
供

与
さ
れ
、現
在
も
被
災
者
の
治

療
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。



2009年／アメリカ／134分
監督 ： クリント・イーストウッド
出演 ： モーガン・フリーマン、マット・デイモン
公開 ： 全国公開中
URL ： http://wwws.warnerbros.co.jp/invictus/

○c 2009 WARNER BROS.ENTERTAINMENT INC.

『インビクタス／負けざる者たち』
アパルトヘイト（人種隔離政策）を撤廃へと導き、1994年に初
の黒人大統領となった南アフリカ共和国のネルソン・マンデラ。
その彼が、人種差別が残るこの国を一つにまとめるために必要
だと考えたのが、翌95年のラグビー・ワールドカップ南アフリカ大
会での優勝－。白人のチームキャプテンとともにナショナルチー
ムの再建を図る。やがて大統領とキャプテンの間に人種を超え
た友情が芽生え、初出場となった白人黒人混合の南アフリカ
チームは快進撃を続けていく。ジョン・カーリンの原作のノンフィ
クション小説『Playing the Enemy』を、クリント・イーストウッド
が映画化。主役の2人を、オスカー俳優モーガン・フリーマンと
マット・デイモンが演じる。

B  OOK

D  VD

E  VENT

新 着 情 報

B  OOK

平野克己 著
日本経済新聞出版社
893円（税込）

クレイグ・キールバーガー／
マーク・キールバーガー 著
佐光紀子 訳
柏書房
1,995円（税込）

“世界を知る”JICAのイベント
＜東京＞
●セミナー 第1回「アジアの人身取引を考える」　
人間の安全保障展｢世界の幸せと悲しみ｣（5月30日正午ま
で）に合わせて開催。
日時 ： 3月12日（金）　18時30分～20時 （要申込）
会場 ： JICA地球ひろば（東京都渋谷区）
講師 ： 田中由美子（JICA国際協力専門員）ほか
問・申込 ： JICA地球ひろば　地球案内デスク
TEL ： 0120-767278

●青年海外協力隊　
平成22年度春募集 キックオフイベント
国連児童基金（UNICEF）親善大使の黒柳徹子さんによる
講演、協力隊OB／OGによる活動経験談など。定員500人。
日時 ： 3月27日（土）　 14時～17時15分 （要申込）
会場 ： 早稲田大学　国際会議場　井深大記念ホール
応募締切・方法 ： 3月14日（日）必着 ・ はがき、FAX、ウェブのいずれか
応募先 ： 〒104-8665　東京・京橋支店私書箱303号
朝日新聞東京本社広告局「国際協力トークイベント」係
FAX ： 03-5972-6634　URL ： http://www.asahi.com/e-post/

＜名古屋＞
●世界と出会う絵本ひろば“Looppe ルププ”おはなし会
各国の絵本の読み聞かせを通して世界とつながるイベント。
なごや地球ひろばサポーターでタレントの原田さとみさんら主
催。毎月第4土曜日開催。
日時 ： 3月27日（土）・4月24日（土）　14時～16時
会場 ： なごや地球ひろば（愛知県名古屋市）
問 ： なごや地球ひろば　市民参加協力推進課
TEL ： 052-533-0121

『世界を変える！ みんなの力  Me to We』
著者のクレイグは世界の児童労働
の実態を知った12歳の時、「子ども
の権利を守るために行動したい」と
友人に呼び掛け、子ども主体の国
際協力団体フリー・ザ・チルドレンを
立ち上げた。誰かのためにした小さ
なことが、人を変え、社会を変え、世
界を変えていくことを身をもって体験
してきたクレイグと仲間たちが、Meで
はなくWeを考えて行動することを訴
える。各章の「マイ・ストーリー」では、
俳優のリチャード・ギアやノーベル平
和賞受賞者のデズモンド・ツツ大主
教などが、それぞれの“Me to We”を
語っている。

『南アフリカの衝撃』
年間２万人が殺人事件の犠牲になっ
ている南アフリカ共和国。間近に迫る
サッカーワールドカップで注目の集まる
国だが、その素顔はあまり知られてい
ない。南アフリカはアフリカ最大の経
済力でグローバル化を突き進む一方、
多発する凶悪犯罪、異常に高い失業
率、世界最高水準の所得格差など、さ
まざまな矛盾と危険を抱えている。本
書はアフリカ研究の第一人者が、この
国の経済・政治から歴史までを、自ら
の体験を交えながらまとめた一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ
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生
き
て
い
る
仮
面

 
―
仮
面
が
導
く
魂
の
再
生
の
物
語
―

Mali
［マリ］
 文・写真＝飯塚 明夫 （写真家） 

喪明けの儀礼ダマに登場した
仮面。近くに住む遊牧民フラニ
の女性を表している

地球ギャラリー vol.18



A.村に向かう仮面の集団。不用意に仮面に近づくことは禁じられている（喪明けの儀礼ダマ）
B.屋根に上り埋葬儀礼の始まりを告げる長老と鉄砲を撃つ村人（埋葬儀礼）
C.仮面の踊りを見る村人たち。岩の上に家が見える（喪明けの儀礼ダマ）
D.魂の旅立ちを促すために故人の家の屋根で激しく踊る仮面たち（喪明けの儀礼ダマ）

B

C

D

A

E.故人をしのんで広場を練り歩く村人たち（埋葬儀礼）
F.深夜になってもたいまつを手に踊りは続く（埋葬儀礼）
G.髪飾りを着けて踊る女性たち。死に深くかかわる仮面を、子どもを産
む役割のある女性が着けることはできない。髪飾りが仮面の代わりにな
る（喪明けの儀礼ダマ）

E

F

G



地球ギャラリー 
vol.18

K.バンジャガラ断崖の下に広がるドゴンの村。
広場には聖なるバオバブが見える
L.市場から家に帰る女性とバオバブの木
M.ヒエの畑と子どもたち。穀物が順調に育つ
には雨の量と降る間隔が大切
N.5日ごとに開かれる市場。近隣の5つの集落
が持ち回りで開く

H.占い師。夜に現れるキツ
ネの足跡の場所を見て占う
I.家の入り口にある扉は、神
話の世界の再現である
J.豊穣の祭りのためペイン
トされたビヌの神殿。ドゴン
の祖先を祭る大切な神殿

H

K

I

J

L

M

N



首都 ： バマコ
面積 ： 124万ｋ㎡（日本の約3.3倍）
人口 ： 1,270万人（2008年）
公用語 ： フランス語
宗教 ： イスラム教80％、伝統的宗教、キリスト教
1人当たり国民総所得（GNI）： 500ドル（2007年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、パリ経由が一般的なルート。
通貨 ： CFAフラン　655.957CFAフラン＝1ユーロ（固定レート）
気候 ： 北部は砂漠気候、中部はステップ気候、南部はサバナ気候。6～9月
は雨期、10～5月は乾期になっている。

Mali
マリ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

経済成長の恩恵を
すべての人 に々
順調な経済成長にもかかわらず、マリでは貧困率
の削減が停滞している。そこでJICAは、すべての
国民にその恩恵が行き渡るよう、教育、水、保健、
農業、インフラ整備など、幅広い分野で支援を行っ
ている。

　西アフリカでも内政が比較的安定
しており、近年の経済成長率は5％前
後と、順調な成長を続けているマリ。し
かし同時に、人口の増加が著しく、成
長の恩恵を受けているのはほんの一
握りの人々に過ぎない。国民の大多
数は農業・牧畜に従事しているが、生
産量が自然環境に左右されやすく、安
定した収入源に至っていないのが現
状だ。また、金と綿花はアフリカ域内で
も有数の輸出量を誇るものの、国の
産業がこれらに大きく依存しているた
め、経済基盤は極めて脆弱となってい
る。
　そうした状況を受けてJICAでは、教
育・水・保健サービスといった基礎生
活の向上や、道路などの地域インフラ

の整備、農村開発を中心に、マリの貧
困削減に向けた幅広い協力を行って
いる。
　教育分野では、2008年よりニジェ
ール川に面するクリコロ州で「学校運
営委員会支援プロジェクト」を実施中。
マリでは初等教育の純就学率が63％
（2007年）であり、サハラ以南アフリカ
の平均を下回っている。プロジェクトで
は、各学校に設置されている「学校運
営委員会」の機能向上を通じて地域
住民の学校運営への参加促進を図っ
ており、初等教育へのアクセスと質の
改善が少しずつ見え始めている。
　一方、インフラ分野では、無償資金
協力により「南回廊整備事業」が進め
られている。建設中の3つの橋梁（バ

レ橋・バフィン橋・ファレメ橋）が完成す
れば、隣国セネガルと一本の国際幹
線道路（南回廊）でつながる。それによ
り、両国間のヒト・モノの行き来がスム
ーズになり、経済活性化や周辺住民
の社会サービスへのアクセスの向上
などが期待できる。
　また2010年秋には、土壌肥料、植
林、パソコンインストラクターなどの分
野で、同国初となる青年海外協力隊
の派遣が予定されている。

学校運営委員会の提
案で始められた補習
授業に参加する子ども
たち

3つの橋梁のうち、最初に
完成しつつあるバレ橋

オクラの特製ソースで
パワー全開
「ガンナ」

マリ料理

地球ギャラリー
Vol.18

　
マ
リ
の
主
食
と
い
え
ば
、「
コ
メ
」、ヒ
エ
の
粉
を

団
子
状
に
し
た「
ト
ォ
」、北
ア
フ
リ
カ
の
ク
ス
ク

ス
に
似
た「
フ
ォ
ニ
オ
」、フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
に

定
着
し
た「
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
」な
ど
が
一
般
的
。主

食
と
と
も
に
食
さ
れ
る
ソ
ー
ス
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

は
豊
富
で
、中
で
も
代
表
的
な
も
の
が「
ガ
ン
ナ
」

で
あ
る
。

　

地
元
バ
ン
バ
ラ
語
で
、「
ガ
ン
」は
オ
ク
ラ
、「
ナ
」

は
ソ
ー
ス
の
意
味
。国
内
で
取
れ
る
野
菜
の
種
類

が
少
な
い
中
で
、オ
ク
ラ
は
年
中
収
穫
で
き
る
。

４
〜
５
月
の
乾
期
に
は
気
温
が
50
度
以
上
ま
で

上
が
り
、厳
し
い
暑
さ
で
食
欲
も
減
退
す
る
が
、

ア
ツ
ア
ツ
ご
は
ん
に
ガ
ン
ナ
を
か
け
、一
枚
の
お
皿

を
み
ん
な
で
囲
ん
で
食
し
、元
気
を
取
り
戻
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
大
好
き
な
一
品
。

〈
ガ
ン
ナ
〉

【
材
料（
3
人
前
）】

オ
ク
ラ
３
０
０
ｇ
／
牛
肉
１
５
０
ｇ
／
ト
マ
ト・ピ

ー
マ
ン
各
２
個
／
タ
マ
ネ
ギ
小
１
個
／
セ
ロ
リ
の

葉
１
本
分
／
に
ん
に
く
３
片
／
発
酵
豆
ま
た
は

納
豆
大
さ
じ
３
／
煮
干
し
３
本
／
ロ
ー
リ
エ
３

枚
／
ト
ウ
ガ
ラ
シ
１
本
／
パ
ー
ム
油
大
さ
じ
１
／

サ
ラ
ダ
油
１
０
０
m
l
／
黒
粒
コ
シ
ョ
ウ
小
さ
じ

１
／
粉
コ
シ
ョ
ウ
小
さ
じ
２
／
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
大

さ
じ
１
／
コ
ン
ソ
メ
２
個
／
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素

大
さ
じ
１
／
水
５
０
０
ｃ
ｃ

【
作
り
方
】

１
．サ
ラ
ダ
油
と
一
口
大
に
切
っ
た
牛
肉
を
鍋
で

い
た
め
、表
面
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
黒
粒

コ
シ
ョ
ウ
小
さ
じ
１
、粉
コ
シ
ョ
ウ
小
さ
じ
１

を
入
れ
る
。 

２
．肉
に
火
が
通
っ
た
ら
、大
き
め
に
み
じ
ん
切
り

し
た
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
、ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
、ペ

ー
ス
ト
状
に
し
た
セ
ロ
リ
の
葉
、コ
ン
ソ
メ
１

個
、鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素
を
入
れ
中
火
で
煮

込
む
。

３
．煮
立
っ
て
き
た
ら
、２
ミ
リ
程
度
に
輪
切
り
し

た
オ
ク
ラ
、水
を
入
れ
強
火
で
沸
騰
さ
せ
る
。 

４
．オ
ク
ラ
が
全
体
に
な
じ
ん
で
き
た
ら
、コ
ン
ソ

メ
１
個
、す
り
つ
ぶ
し
た
煮
干
し
と
ロ
ー
リ
エ
、

ト
ウ
ガ
ラ
シ
、大
き
め
に
み
じ
ん
切
り
に
し
た

タ
マ
ネ
ギ
、ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
発
酵
豆
と
に

ん
に
く
、粉
コ
シ
ョ
ウ
小
さ
じ
１
を
入
れ
て
煮

込
む
。 

5
．表
面
に
油
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
ら
、パ
ー
ム

油
を
入
れ
味
を
調
え
て
出
来
上
が
り
。

in マリ

マリ

アルジェリア

モーリタニア

セネガル

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年3月31日現在

研修員受入

専門家派遣

2008年

58人

9人

累計

434人

20人

バマコ

ニジェール川

ジェンネ

マリにJICA事務所はないが、セネガル事務所が兼轄

文・写真＝齋藤由紀子
（JICA専門家）

住民集会で学校
活動計画につい
て説明する委員

アツアツのガンナごはんをおいしそうに
食べる子どもたち

ぜいじゃく

バンジャガラの断崖地

バレ橋南回廊

パフィン橋
ファレメ橋
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年
が
た
ち
、
そ
の
追
悼
行
事

が
行
わ
れ
る
５
日
前
に
、
中
米
カ
リ
ブ
海
の
小
国
ハ
イ
チ
が
大

地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
惨
事
が
突
如
発
生
し
、

現
場
は
ま
さ
に
阿
鼻
叫
喚
、
地
獄
絵
図
さ
な
が
ら
の
様
相
を

呈
し
ま
し
た
。
そ
の
犠
牲
者
の
数
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

約
30
倍
の
20
万
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
悲
劇
が

他
の
ケ
ー
ス
と
違
っ
て
さ
ら
に
深
刻
だ
っ
た
の
は
、
首
都
が
直

撃
さ
れ
た
こ
と
、
政
府
庁
舎
や
病
院
施
設
な
ど
を
含
む
ほ
と

ん
ど
の
建
物
が
全
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
水
、
電
力
、
電
気

通
信
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。

　

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
緊
急
援
助
隊
医
療

チ
ー
ム
は
２
週
間
に
わ
た
っ
て
懸
命
に
負
傷
者
を
治
療
し
ま
し

た
が
、
重
症
患
者
を
診
て
緊
急
の
大
手
術
が
必
要
と
判
断
し

て
も
、
そ
の
設
備
を
備
え
た
搬
送
先
の
病
院
施
設
が
な
く
、

目
の
前
で
亡
く
な
っ
て
い
く
の
を
座
し
て
見
て
い
る
し
か
な
い

と
い
う
人
道
的
な
立
場
か
ら
は
耐
え
難
い
ジ
レ
ン
マ
に
さ
ら
さ

れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
医
療
チ
ー
ム
に
引
き
継
い
で
帰
国
し
た

各
隊
員
の
表
情
が
、
い
つ
に
な
く
悲
し
み
に
満
ち
て
い
た
の
は

そ
の
た
め
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
反
面
、
次
に
派

遣
さ
れ
る
と
き
は
同
じ
事
態
は
繰
り
返
す
ま
い
と
い
う
強
い
決

意
も
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
そ
の
国
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
い
で
暮
ら
し

て
い
る
私
た
ち
日
本
人
も
、
一
旦
そ
こ
で
災
害
が
起
こ
る
と

放
っ
て
お
け
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
人
を
助
け
た
い
と
思

う
心
は
理
屈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
私
た
ち
日
本
人
が

受
け
継
い
で
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
と
い
う
国
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
助
っ
人
ジ
ャ
パ
ン
」

と
し
て
世
界
に
貢
献
し
て
い
く
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
報
室
長　

力
石
寿
郎

日
本
人
の
「
人
を
助
け
る
心
」
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ケニア
ナイロビ

　ナイロビ近郊のマトマイニ・チルドレン
ズ・ホームの一角にあるマトマイニ工房。
女性たちがゾウやキリンなど動物型の
スポンジにチクチク針を刺している。反
対の手には色とりどりのフェルトが。見
る見るうちに、かわいらしいぬいぐるみ
が出来上がっていく。
　一方、工房の外では、別の女性たち
が手のひらをクルクルさせている。「フェ
ルト玉よ」。そう言ってはにかむ彼女た
ちに、NGOセーブ・ザ・チルドレン・センタ
ー（SCC）代表の菊本照子さんが優し
いまなざしを向ける。「やっとヒット商品
が生まれたんです」。
　もともとスラムの子どもたちの教育支
援からスタートしたSCC。その後1987
年に孤児院を設立、100人以上が巣立

っていった。「でも、ずっと支援を続けら
れるわけではない。地域で子どもたち
を守り育てる力をつけなければ」。そん
な思いで22年間、シングルマザーや貧
困女性の収入向上を目指し、モノづくり
に挑戦してきた※。
　最初は失敗の連続だったが、彼女
たちのアイデアも織り交ぜながら“細く
長く”続けてきた結果、カラフルなフェル
トのキリンが誕生した。「こんな奇抜な
色、売れるはずがない」という菊本さん
の思いはうれしい方向に裏切られた。
彼女たちの自由な発想が、スタディーツ
アーで孤児院を訪ねる若い日本人女
性の心を次々に射止めたのだ。今で
は、フェルト玉のネックレスや携帯ストラ
ップとともに、注文が相次ぐ。

　原料はケニア山のふもとに生息する
羊の毛。自然にやさしい草木染めにも
チャレンジしている女性たち。いずれ売
り上げで孤児院の生計が立てられた
ら－。菊本さんの夢は広がるばかりだ。

地元女性のアイデアでフェルトの小物がヒット商品に！
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★フェルトの小物（ぬいぐるみ、ネックレス、携帯ストラッ
プ）を各1人にプレゼント。詳細は38ページへ→

キリン型のスポンジに色のフェルトで模様を入れていく

※2001～06年はJICAと連携して、4つのスラムで住民の
生活向上を支援。
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PROFILE
東京都出身。慶應義塾大学文学部卒業。1980年、
NHK連続テレビ小説「虹を織る」で人気を博し、テレ
ビ、映画、舞台などで幅広く活躍。2010年3月末から
語学番組「ギフト～E名言の世界」（NHK教育）に出
演。98年より、国連開発計画（UNDP）親善大使を務
める。著書に自身の途上国訪問についてつづった『ラ
ララ親善大使』（小学館）など。
★著書を5人の方にプレゼント！ 詳細は38ページへ

KONNO  M ISAKO

　国連開発計画（UNDP）の親善
大使のお話をいただいた時、突然の
ことで「本当に私でいいの？」という気
持ちでした。それまでは、途上国とは
無縁、英語も苦手。でも人生一期一
会、何かのご縁と思って、お引き受け
することにしました。
　親善大使として、初めて訪問した
国がカンボジアでした。行くことが決
まって、まず私がイメージしたのが
「地雷」。テレビで見たことはあったも
のの、実物を目の前にして、そして、
地雷の被害者の方 と々話をし、一気
に“現実のもの”として身近に迫ってき
たんです。どこか遠い国の話ではな
い、同じ地球上で起こっている私自
身の問題でもあるんだと―。ショック
でした。
　ある時、エイズで両親を亡くしたガ
ーナの少年に言われたことがありま
す。「親善大使さんが来てくれたか

ら、僕たちはもう大丈夫！」。この子は
今目の前で、私に助けを求めている。
でも、私がこの国にいられるのは１週
間程度です。現地に残って、彼らと
一緒に汗を流して生きていくことはで
きない。でも思ったんです。私には、彼
らの現状を日本に帰って“伝える”こと
ができると。彼の言葉は、『ラララ親善
大使』を出版するきっかけにもなりま
した。
　初めてアフリカに行くことになった
とき、正直少し不安がありました。地
理的にも遠いし、歴史も文化もまった
く違う。でもガーナで、とある村の婦人
会の女性たちに会って、そんな思い
は一気に吹き飛びました。本当に明
るくて、優しくて、近所のおばちゃんに
再会したような懐かしさを感じたんで
す。「人間どこにいても同じじゃな
い」。ただ、取り巻く環境が違うだけな
んです。

　一方で、途上国には助け合いの
精神が深く根付いているような気が
します。「困った時はお互いさま」。現
代の日本で、失われつつあるもので
はないでしょうか。私自身も、毎回彼ら
からたくさんのことを学んでいます。
　「貧しい国」の状況について理解
することは、容易ではありません。でも
日本の子どもたちには、日本がいかに
恵まれた国であるか、そして、私たち
の暮らしも途上国の資源や人々に支
えられて成り立っていることなどを、自
分の頭で想像できるようになってほし
いなと思います。
　現場で青年海外協力隊の人たち
に会うたびに「日本の若い人も頑張
ってるじゃない！」とうれしくなります。こ
れからはもっともっと、若い人が新し
い発想で、国際協力に自然に取り組
んでいってくれるような社会になれば
と願っています。

● 

アフリカ




